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国際文化学部カリキュラムマップ 

2017 年 3 月 29 日版 

 

カリキュラムマップについて 

• 下記のカリキュラムマップは，学部のそれぞれの科目の到達目標と概要を示し，下記

の本学部ディプロマ・ポリシー(DP)４項目とどのように関係しているか示したもので

す． 

• 表の上で，◎=科目と強く関連するもの，○=科目と関連するもの，△=科目とやや関連

するもの，を指します． 

• DP の関連性については，担当者からのご回答をベースに作成いたしました．担当者の

不在等により一部空欄がありますが，ご了解ください． 

 

 

■ 国際文化学部のディプロマ・ポリシー（DP） 

所定の単位の修得により、以下に示す水準に達した学生に対して「学士（国際文化 

  学）」を授与する。 

１． 言語（英語、ドイツ語、フランス語、ロシア語、中国語、スペイン語、朝鮮語、留学生

の場合は日本語）の習得を通じて、バランスのとれた国際感覚、異文化に対する共感力、

そして幅広い知識を持つ。 

２． 異文化理解と同時に、自らの文化の枠にとらわれない判断力を持ち、自国の文化を客観

的に眺めることができるような、通文化的かつ複眼的な視点を身につけている。 

３． 異文化間の摩擦が生じた場合でも、健全な批判精神に基づきながら、その要因や過程を

見極めて対話を促し、情報の受発信ができるような双方向的なコミュニケーション能力

を身につけている。 

４． ICT を駆使しながら、さまざまな「文化情報」を収集・整理・分析・編集し、新たな

「文化情報」を自ら創造し発信する「国際文化情報学」の手法に通じている。 
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１．入門科目 

 
科目名 到達目標 科目概要 DP1 DP2 DP3 DP4 

国際文化情報

学入門 
 

「情報文化」は、「情報」

を現代社会の基礎と捉え、

情報の生成、編集、再構成

と、文化の伝達や人間と情

報のかかわりについて学

ぶ。「表象文化」は、芸術

的創造のプロセスを実践の

立場から検証し、さらにそ

れを「知」の視点から研究

する方法を学ぶ。「言語文

化」は、国際文化学部生と

して知っておいて欲しい言

語に関する基本的な知識を

学び、外国語学習のコツ、

基本的なレフェランス類の

使い方、大学での外国語の

学び方、日々の情報収集法

等について考える。「国際

社会」は、現代世界の文化

的諸問題を国際関係的な視

野のなかで考える態度と方

法を学ぶ。その際、国際関

係における文化や情報の持

つ意義を強調して考える。 

国際文化学部の学生として身につ

けてもらいたい基本的な知識を捉

え、学生各自が在学中に必要とな

る「文化を学ぶ考え方」を理解す

るためのオムニバス講義。私たち

の学部では文化を「情報文化」

「表象文化」「言語文化」「国際

社会」の 4つの面から捉えようと
しており、それぞれの分野を専門

とする 4人の教員が担当する。 
 

 ◎ ◎ ◎ ◎ 

チュートリア

ル 

到達目標には、精神面と技

術面の二つの側面がある。

精神面については、大学生

としての心得を身につける

こと。つまり、問題点を自

分で見つけ、その解決策を

考える姿勢を身につける。

技術面については、ごく基

礎的なアカデミックスキル

ズを身につけること。資料

の探索方法・レポートの書

き方・プレゼンテーション

の仕方などを学ぶ。最終的

目標は、まとまったレポー

トを作成する、あるいはプ

レゼンテーションを行う力

を身につけることである。 

高校から大学に移行するための初

年時教育であり、大学における勉

強とはなにか、がテーマである。 
  ○ ◎ 
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２．基幹科目 

 
科目名 到達目標 科目概要 DP1 DP2 DP3 DP4 

＜基幹共通＞ 

国際文化情報

学の展開 

情報文化・表象文化・言語

文化・国際社会コースの垣

根を超えた、ゲスト講師を

含む複数教員によるオムニ

バス授業で、共通の一つの

テーマを巡り、それぞれの

専門分野から講義を行いま

す。 

・本学部の四つの柱「情報文化」

「表象文化」「言語文化」「国際

社会」にまたがった、広い視座を

得ること。 
・SA、ゼミ活動、卒業論文・卒業
制作にむけて、幅広い視点からの

ヒントを得ること。 
・学生それぞれが社会を構成する

一当事者として、理想の人間社会

のあり方について多角的に考察す

ること。 

 ◎   

＜情報文化系＞ 

ディジタル情

報学概論 

	 ディジタルとは何かにつ

いて理解する。 
	 ディジタル情報を用いた

様々な要素技術について理

解する。 
	 ディジタル情報化社会及

び、それを支えるディジタ

ル技術全体を広く正しく理

解する。 
	 現代の情報化社会に対す

る明快な理解と広い視野形

成を得る。 

	 ITを過大評価しても過小評価し
てもいけない。ムードに流される

ことなく、正しく理解することが

重要である。 
	 ディジタル情報化社会、それを

支えるディジタル技術全体を広く

正しく理解するために、文科系の

学生、情報学に関心を持つ人を対

象に、広い視野のもとに ITの本質
を明確にし、わかりやすく述べ

る。 
	 この科目は本学部で展開する情

報科目ならびに情報デザイン・メ

ディア表現科目群の関連専攻科目

の根幹であり、受講者が現代の情

報化社会に対する明快な理解と広

い視野形成を得ることをめざす。 

   ◎ 

統計処理法 

基本統計量（平均、分散、

相関等）の算出方法を理解

する。 
	 データの可視化（グラフ

化）の方法を身につける。 
	 データを解釈する方法を

身につける 

我々は、新聞、テレビ、インター

ネットなどを通して情報・データ

に日々接しています。これらの、

大量で多様な情報の中から、必要

なものを抽出し、適切な解釈を与

えることはけっして容易なことで

はありません。統計学は情報を数

値化し、客観的に分析・評価する

ことで、本質を捉えようとするた

めの方法論です。この科目ではそ

のような統計学の基本的な考え方

について学んでいきます。具体的

には、情報を数値化する方法、数

値を可視化する方法、数値を最終

   ◎ 
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的に評価・解釈する方法等を習得

していきます。 

システム論 

自らがまたは社会が直面す

る問題に対して，何が問題

の本質であるか，複数の要

素が絡む場合は要素間の因

果関係はどうか，どのよう

にすれば問題を解決できる

か，「多くの視点」から，

試行錯誤しつつ自分なりの

答えを「論理的に」導ける

ようになる． 

私たちは，いくつもの「システ

ム」に囲まれながら 24時間生活し
ているといっても過言ではありま

せん．コンビニエンスストア，鉄

道，授業のカリキュラム，これら

はすべてある目的を達成するため

に作られた「システム」です．将

来このようなシステムの開発・導

入に携わる学生もいることでしょ

う．その際，「システム」とは何

であるかの深い洞察なしには要求

に適うシステムを開発することは

できないでしょう． 
また，人が作るシステムだけでは

なく，それを作り出す人間の社会

そのものも，実は一種のシステム

です．いったいどのようなシステ

ムであるかがわかれば，世の中の

複雑な出来事も予測でき，より良

い社会を実現できるかもしれませ

んが，実際にはどうでしょうか． 
本講義を通じて，履修者は身近な

題材を元に，どのようにして世の

中の複雑な現象が生じるのかを，

多くの視点から考えます．  

 ◎ ◎ ◎ 

情報倫理学 

(1) 「文化情報の倫理学」と
「コンピュータ倫理学」と

の違いを身につけ、地球的

な規模で「文化情報」や

「社会情報」の観点から、

「情報テクノロジー」につ

いて考える力を身につける

ことができる。 
(2) 「情報」概念が、コンピ
ュータやネットワーク上の

「デジタルデータ」だけで

なく、生命の「遺伝子情

報」や、「個人情報」など

を含む社会的な「意味」を

もつことを説明できる。 
(3) グローバル（地球）化し
た情報空間の中で、「情

報」や「メディア」を扱う

道徳や倫理のあり方につい

て説明できる。 
(4) 「情報倫理」に関する批
判的な思考を身につけるこ

とができる。 

	 本科目のテーマは、「文化情

報」という観点から道徳や倫理を

捉え、新しい「文化情報の倫理

学」を構築することである。一般

的に、「情報倫理学」として理解

されているのは、コンピュータの

使用者のモラルや、サーバー管理

者の職業倫理などを含む「コンピ

ュータ倫理学」である。しかし、

本科目は、単なる「情報通信技術

（ICT）」の規範を議論する「コ
ンピュータ倫理学」ではない。 
	 本科目がめざしているのは、

「情報」を「文化情報」や「社会

情報」として捉える視点を獲得

し、グローバル（地球的規模）に

広がる「ニヒリズムの文化」に対

抗するための倫理を学ぶことにあ

る。グローバル化する情報空間や

メディアに関する問題から、生命

操作における「遺伝子情報」に関

する問題に至るまで、倫理的思考

の実践を学ぶ。 

 ◎ ◎ ◎ 
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	 2017年度はアーサー・クローカ
ー『技術への意志とニヒリズムの

文化——21世紀のハイデガー、ニ
ーチェ、マルクス』（Arthur 
Kroker, <i>The Will to Technology 
and The Power of Nihilism</i>, 
2004）を取り上げ、現代の政治・
文化の活力源となっている「技術

への意志」の蔓延と、グローバル

（地球的規模）な文化政治の支配

的傾向としての「トランスジェニ

ック決定論」を検討する。しか

も、こうした「ニヒリズムの文

化」の時代に対抗する、ニューメ

ディア・アートの可能性について

も考察する。 
	 もちろん本科目は、教職科目と

して位置づけられているが、「情

報」教免取得という狭い視野に囚

われず、広く「グローバル（地

球）化する世界の中において、文

化情報としての情報学とは何か」

また、「地球を基盤として共存す

る、多様な文化世界を生きる人た

ちに向けて、文化の情報学を教え

るということはどういうことか」

という問題に至るまで考えること

ができる。 

情報産業論 

・アナログからデジタルに

移行した TVメディアの変
遷の理解 
・インターネットの進展に

伴う IT産業の現状理解 
・放送と通信が融合しつつ

あるサービスの現状理解 
・放送メディアが目指して

いるサービスの理解 
・IoTをはじめとする様々
な情報のデジタル化による

あらたな展開の理解 
・今の時代に求められるメ

ディアリテラシーについて

の理解 
・各種マスメディアの今後

の展望についての理解 
・国内外のメディア動向の

理解 
・国が進める施策の理解 

情報産業の現状と展望 
～国内外の放送サービスを通して

今を見つめ、将来を展望する～ 
「情報産業」とは、収集、蓄積さ

れた情報をもとに、整理、加工、

そして思考し、その結果を伝達、

流通させる産業である。インター

ネットや関連機器の進展により、

情報の伝達、流通を技術的に支え

るＩＴ産業が飛躍的に発展し、情

報産業が担う領域は益々広がって

いる。今や技術の進展なしに情報

産業の発展はないといえる。しか

し、情報を伝える手段が変わって

も、情報の本質は不変である。メ

ディアの仕掛けに惑わされること

なく、本物の情報を見分ける能力

の獲得=デジタルリテラシーの育
成が重要である。本授業では、国

内外の放送コンテンツの提供サー

ビスを題材にしながら、伝送路

 ◎ ◎ ◎ 
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（放送、通信）をキーワードに、

情報産業を俯瞰し、各種メディア

サービスの現状を把握し、その将

来を展望する。インターネット環

境を基盤にした、スマート端末に

代表される、よりパーソナルな通

信メディアの進展と物との繋がり

が広がる IoTともに、従来型のマ
スメディアである放送、新聞、雑

誌の「ありよう」がどうなるの

か？	 それらのメディアを展望す

るのも本授業のテーマとする。 

ネット文化論 

	 日々変化をするネット社

会のなかで合理的な行動を

行うために、自らにとって

重要な情報の選択基準を持

続的に構築する考え方の習

得を目標とします。また、

講義で扱われるネット社会

の事例に対し、受講者自ら

の意見を論理的に説明する

ことや課題を設定し解決案

を検討することも目標とし

ます。 

インターネットが発展し、我々の

生活スタイルは大きく変化してい

ます。これを「ネット社会」と呼

びます。ネット社会の特性とその

本質を理解することは、現代社会

の動向に対して主体的に活動する

ために重要です。 
	 本講義では通信ネットワークや

コンピュータ、携帯電話を基盤と

するインターネットの仕組みや歴

史、その特性について扱います。

また、ネット社会における、価値

観、経済活動、合意形成、それを

支える情報システムの重要性、知

的財産権、プライバシー、倫理、

技術について講義します。こうし

た内容の理解を通じ、ネット社会

を構築する文化についての多面的

な思考を深めていきたいと思いま

す。 
	 本講義が対象とする領域は、極

めて変化が激しいものです。社会

的・技術的な課題も日々発生しま

す。こうした課題に対する正解は

必ずしも存在するわけではありま

せん。したがって本講義は単なる

知識の獲得のみを目的としませ

ん。社会で生じている事象の本質

を捉え、自らの視点で解釈し、日

常活動に対する思慮を深めること

を主な目的とします。 

 ◎ ◎ ◎ 

＜表象文化系＞ 

表象文化概論 

この講義は、「国際文化情

報学入門」の「表象文化コ

ース」の次段階となる。こ

の講義を聴いたうえで、ま

たは聴きつつ、表象文化コ

ースの各専門科目でさらに

「表象文化」とは芸術諸ジャンル

を指す総称である。文学、美術、

演劇、音楽、映像芸術、漫画など

の作品群を研究の対象とし、その

表現手法、歴史的変遷などを辿り

ながら、それらが内包している意

 ◎  △ 
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踏み込んだ研究をすること

が望ましい。 表象文化に関

する全般的な知識を身につ

けた上で、各自の関心のあ

る領域で専門研究が進めら

れるようにする。 
 

味、欲望、人々に与える影響など

を解き明かしてゆくことを目指す

のが、「表象文化論」である。こ

こでは、4つの分野を扱いつつ、
表象文化論の基礎教養を履修者に

身につけてもらうことになる。 
 

メディアと情

報 

3点を目標とする。 
1）メディアを介したコミュ
ニケーションのメカニズ

ム、メディアのはたらきを

自覚する。 
2）環境の監視、事業や制度
の運営、文化の共有など、

社会においてさまざまな目

的のために行われるメディ

ア・コミュニケーションの

必要性と問題性の両面を学

習する。 
3）メディア・リテラシーの
視点を身につけ、メディア

と情報のもたらす現象につ

いて客観的な評価を行える

ようにする。併せて、あら

ゆる社会的活動に不可欠と

なる他者からの理解と支持

を得るための情報発信（＝

パブリック・リレーション

ズ）の視点を持てるように

する。 

現代社会におけるコミュニケーシ

ョンを成り立たせるメディアと情

報の特性とはたらきをさまざまな

分野の考察を通して理解し、生活

者として、また社会や市場への幅

広い発信に携わる職業人として、

メディアに対する姿勢とその活用

の基礎を習得する。 

〇 ◎ ◎ ◎ 

社会と美術 

美術史入門・社会と美術・

メディアと美術・美術の現

場という 4つのテーマで講
義を進めます。美術史入門

では、この科目を学ぶ上で

の基礎となる近現代の美術

史について学びます。社会

と美術では、アーティスト

の制作の現場をめぐる講義

です。アーティスト達はど

のようにアイディアを展開

し作品が作られていくの

か、その過程を探ります。

また実際に発表された作品

をめぐる社会的な問題につ

いて多角的に分析します。

メディアと美術では、社会

や時代を映す鏡としてのア

ートとメディアの関係につ

いて、具体例を交えながら

現代美術や音楽、建築などのユニ

ークで多様な表現の世界について

体験的に学びます。 

これまであまり接したことのない

作品世界に関して、そのものの見

方や考え方に触れるきっかけとな

る入門的な内容の講義です。 

 

◎ ○   
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学びます美術の現場では、

役割が分化・多様化する美

術館や国際展や、オルタナ

ティブなアートの現場につ

いて考察します。 

メディアと社

会 

授業では、メディアと社会

に関する身近な事例を紹介

していきます。身近な問題

から普遍的、社会的な課題

を見いだすことがこの講義

の目標となります。 
毎回の授業ではリアクショ

ンペーパーを書くことにな

ります。また授業中の質問

も歓迎しますので、みなさ

んの率直な意見や考えを述

べてください。 

私たちはメディアを通じて個人や

社会とつながりを持つことができ

ます。一方でこれらのつながりの

過程で引き起こされる様々な問題

もあり、多様化したメディアにつ

いて、よりいっそう理解を深める

必要があります。 
メディアが社会のなかでどのよう

な役割を担っているのか、将来メ

ディアはどのようになるべきなの

か、映像資料などの具体例を交え

て読み解いていきます。  

 ◎ ○  

＜言語文化系＞ 

言語文化概論 

1）テキストや資料の誠実な
読みにもとづき、思想家た

ちの思想的背景や問題意識

を捉え、その理論と基本概

念を理解する。 
2）言語（ことば）と文化・
社会との密接なかかわりに

ついて「意味」「身体」

「権力」「テクノロジー」

等の観点から検討し、理解

を深める。 
3）学んだ理論を手がかり
に、現代社会とそこに生き

る自らのあり方についての

問題意識をはぐくみ、自ら

のことばで表現・伝達す

る。 
 

20世紀以降さまざまな領域で展開
された、言語（ことば）を手がか

りとして文化や社会、そこに生き

る人間のあり方を捉え直そうとし

た学問的営み（理論・概念）につ

いて学び、現代に生きるわれわれ

が世界をどう見つめ、向き合うか

を考える。 

△ ◎ 〇  

比較文化 
学生が「文化とは何か？」

という問に対する、歴史的

な議論の流れを理解し、先

行研究を踏まえた上で、文

化を比較することの意味を

理解できるようになるこ

と。フランス学派やアメリ

カ学派などの具体的な比較

文化的方法論を身につけ、

漠然とした日本と西欧の比

較ではなく、アカデミック

な意味での文化比較とは何

学生は日本の近代文学作品の英訳

あるいは、日本人および欧米人に

よる日本文化論などをテキストと

して読みながら、日本人の発想と

欧米人の発想の相違を比較文化論

的に考察する。文学作品をテクス

トとして用いることも多いが、文

学研究そのものの授業ではないか

ら、学生はもっと大きな比較文化

的考察と発見を目指し、最終的に

は文化とは何かについて考える。 

〇 ◎ △  
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かを認識できるようになる

ことを目指す。 

 
現代思想 （1）エスポジトの政治哲学

を検討することによって、

私たちの生命が国家や資本

主義によって収奪されてい

る現実を把握し直すことが

できると同時に、国家権力

や資本主義から自らの生

（bios）を取り戻すための
抵抗の戦略を「哲学的に考

えること（philosophical 
thinking）」ができる。 
（2）本当の「哲学の問い」
を探り、その問いに答える

努力のなかで、生き方をも

う一度捉え直し、自分が何

をなすべきかを、ひとり一

人考える力を身につけてい

くことができるようにな

る。 

	 本講義は「現代思想

（contemporary thought）」という
名称だが、単に「現代の流行の思

想」を学ぶだけではない。「現代

=同時代」という時代のなかで起
こる出来事や物事の「起源」や

「本質」について「哲学的に考え

ること（philosophical 
thinking）」、それが「現代思想」
という科目の課題である。 
	 特に 2017年度は、「イタリア現
代思想:ロベルト・エスポジトの政
治哲学」というテーマで、現代イ

タリアの政治哲学者ロベルト・エ

スポジト（Roberto Esposito, 
1950-）の政治哲学を取り上げ、共
同体（community）・免疫
（immunity）・生政治
（biopolitics）という問題を検討す
る。 
	 本科目は、前期科目「文化情報

の哲学」と密接に連関している。

履修する学年に制約があるが、積

極的に「文化情報の哲学」を受講

することが望ましい。 

 ◎ ◎  

ジェンダー論 １．ジェンダー研究におけ

る基礎的概念を理解できる

ようになる。 
２．言説分析の基本的な方

法論を習得し、ジェンダー

に関連する諸問題につい

て、基礎的な言説分析がで

きるようになる。 

多様性に富むグローバルな文化・

社会を理解する上で、ジェンダー

は重要な視点の一つです。この授

業では、文化的・社会的な性の有

り様としてのジェンダーが、歴史

的にどのように構築されまた変化

してきたかを、言説という概念を

軸に考えていきます。そこから、

自文化ならびに異文化について、

ジェンダーの視点を通じて、より

多角的な分析と理解ができるよう

になることを目指します。 

 ◎ 〇  

異文化間コミ

ュニケーショ

ン 
 

 

異なった文化を背景にひき

ずった個人同士が出会い、

互いに理解しあえる関係を

築く、というのが、外国人

との交流なり異文化間コミ

ュニケーションに対してみ

なさんが抱くイメージなの

ではないかと思う。 

	 異文化間の具体的な問題として

どういうことが起こるかを事例を

通じて知ったうえで、自分がそう

いう場に遭遇した場合に、適切に

対処し、問題を最小限に食い止

め、可能であれば「相手」との 
interaction 相互作用を通じて関係
を改善できるという能力を養う。 

 ◎ ◎  
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	 異文化を理解するのは、

口で言うほど容易ではな

い。 
	 異文化者が出会ったと

き、それぞれの背景の文化

が異なることが原因でどう

いうこと起こってくるの

か。最悪のコミュニケーシ

ョン・ブレイクに陥らない

ためには、どうしたらいい

のか。自らの体験に基づき

ながら事例を紹介している

直塚玲子の著作をテキスト

にして、異文化（間）が抱

える諸問題に触れていきた

い。 
Philosophy of 
the Public 
Sphere 

 

This course provides a 
broad introduction to 
philosophical ways of 
thinking.  The course is open 
to students from any 
disciplines, who hope to: 

(1)  understand some of the 
most fundamental 
philosophical topics (which 
include freedom, truth, and 
moral rightness /wrongness), 

(2)  be able to explain the 
issues in very simple everyday 
terms, and 

(3)  apply philosophical 
ways of thinking (reasoning) 
on every-day issues. 
 

People often think that 
“philosophy” is quite an old topic or 
issue and－ very difficult, 
unfortunately. It is true that 
philosophical questions have been 
discussed in rather complicated and 
often confusing ways by philosophers 
since many years ago, for example, by 
Aristotle in the ancient Greek period.  
But these questions are relevant to our 
everyday life.  We are surrounded by 
a number of philosophical issues, 
though we may not always look into 
their philosophical significances; 
philosophical issues are basically our 
everyday issues.  But what relevance?  
How are they related to our life?    
In this course, you will discuss 
various philosophical topics, their in-
depth meanings, and their 
philosophical significances, 
attempting to find their very relevance 
to your life.  That may help you see 
your environment, your society and 
the world in quite an exciting and 
interesting way.  During the course, 
we will discuss about 14 
philosophically important topics in 
class.  

◎ ◎ ◎ △ 

＜国際社会系＞ 

国際関係学概

論Ⅰ・Ⅱ 

①国際関係の構造、動態こ
れをめぐる概念、理論の特

徴と変化を、国際関係の歴

史のなかで学ぶ。 

国際関係学が対象とする国際関係

の構造と動態を、行為体（actor）
の多様化、諸行為体同士の関係の

変化から理解し、また各時代の国

 ◎ ◎  
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②複雑に絡み合った現代国
際関係の事象、問題を、そ

れが生み出された歴史的過

程（通時的視点）、同時代

に起きているほかの問題や

事象との関係性（共時的視

点）を踏まえて分析するこ

とを学ぶ。 
③①、②を通じて広領域
学としての国際関係学の方

法論を学び、国際文化情報

学に向かう基礎的な視座と

方法への理解につなげる。 

際関係認識や分析を知ることを通

じて、国際関係学の視点と方法を

学ぶ。取り扱う対象時期は、Ⅰが

近代国際関係の成立から第二次世

界大戦まで、Ⅱは第二次世界大戦

後から現在までとするが、つねに

現代国際関係との関連を意識した

分析を行う。 

国家と民族 

① 「宗教と国家統合／非 
統合」という観点から授業

を行う。 
② 国民国家統合における 
宗教の役割を統合へのドラ

イブという側面と、かえっ

て非統合を促進する側面を

検討する。 
③ 日本、インドネシア、 
アメリカの３国を、国家神

道、イスラーム、キリスト

教という（擬似）国教の役

割を比較検討する。 

「日本人は無宗教」という言説の

根源を批判し、天皇制と国家神道

との関連性を、インドネシア、ア

メリカでの宗教の国家統合非統合

における位置づけを比較検討す

る。 

 ○ ◎ ○ 

平和学 

（１）消極的平和、積極的

平和、文化的平和の概念を

使って実例を説明できる。 
（２）自らの研究テーマや

関心のある専門領域を平和

学の視点から捉えることが

できる。 
（３）平和学で取り上げら

れる方法を理解し実例に適

用できる。 

本授業では主に国際機構に着目し

て平和学を学ぶ。歴史、思想、組

織、制度などを通して平和や暴力

について考え、国際社会コースの

基幹科目として、各自がより深め

たい専門領域を見つけるきっかけ

となることを目指す。 

○ ◎ ◎ ○ 

宗教と社会 

１．宗教と社会の関係を考

えるために必要な、基本的

な概念や理論を理解できる

ようになる。 
２．宗教と社会の関係につ

いて、基本的な分析概念や

理論を用いて、基礎的な事

例分析ができるようにな

る。 

異文化理解において、宗教は重要

な要素の一つです。この授業で

は、宗教というレンズを通して、

過去そして現在における社会の諸

問題を検討していきます。宗教と

社会の関係を、格差・開発・ジェ

ンダー・ナショナリズム・国民国

家・消費・紛争などの問題から捉

えることで、グローバル化の進む

現代社会における多様な価値観と

の共生のあり方について考えてい

きます。 

 ◎ 〇  

Religion and 
Society 

Students will: 
 

Students will learn anthropological 
approaches to thinking about various  ◎ 〇  
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- Understand basic 
anthropological approaches to 
religion and relativize their 
conceptions of religion, 
humanity, and society. 
 
- Learn about comparative 
perspectives and the 
difficulties of translating and 
comparing concepts such as 
religion across different 
languages and societies. 
 
- Develop critical reading and 
discussion skills in English and 
gain new perspectives on their 
own belief systems. 

issues regarding religions and 
societies. Rather than focusing on 
theological discussions, details of 
religious teachings, or categories of 
religions, this course will explore the 
everyday experiences and 
understandings of the spiritual, the 
sacred, the mysterious, or the 
unexplainable. After building a 
foundation of anthropological 
thinking, students will examine 
religions in relation to symbolism, 
boundaries, politics, and personhood 
in different societies. 

国際文化協力 

（１）国際文化論および国

際協力についての基礎的な

知識を身につけること 
（２）国際協力と文化を結

びつけて論理的に事象を分

析できること 
（３）「技術と文化」「開

発コミュニケーション」

「文化遺産保護」「難民」

「パブリックディプロマシ

ー」などに授業で扱うテー

マついて説明できること 
（４）関連する文献の趣旨

を的確に読み取れること 

この授業では国際文化論の観点か

ら国際協力の基礎を学ぶものであ

る。具体的には国際協力の歴史や

仕組み、国際協力が文化に及ぼす

影響、文化面の国際協力のあり方

について知識を習得するととも

に、それらを用いて論理的に考え

る力を養うことを目的とする。

１，２年生には、専攻科目や演習

として更に深めたい学問領域やテ

ーマにつなげる機会にして欲し

い。 

○ ◎ ◎ ○ 

異文化適応論 

	 しつけや教育の仕方、あ

るいは教育システムといっ

たものが、いかにその社会

で適応的に生きる人々、つ

まりその社会にあった行動

パターンや感情の働き方を

身につけた人々を育てるた

めに作り上げられてきたも

のであるかを、授業で扱う

様々なテーマを通して理解

する。 
 

	 国際社会で生きるとき、われわ

れは様々な文化的背景を持つ人々

との相互理解を通して責任のある

判断と行動を期待される。ところ

が、異文化間理解ということを考

えるとき、われわれは異文化に見

られる行動様式や思想を理解する

ことが国際社会における他者理解

のすべてであると考える傾向にあ

るように思われる。では、心の働

きは文化と関係のない普遍的なも

のなのだろうか。本講義では、文

化心理学における比較文化的実証

研究を取り上げながら、心の働き

と文化の関連性について学んでい

くとともに、世界という視点で捉

えたとき、われわれが普段普遍的

と考えている人間観、発達観、家

族観、そしてそれらと深い関わり

を持つ心理的機能がいかに特殊な

文化に根ざしたものであるかを解

 ◎ ○  
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説していく。また、講義で扱う

様々なトピックを通して、異文化

社会における適応とはどういうこ

となのかを併せて考えていく。 
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３．情報科目 

＜情報科目＞	

科目名	 到達目標	 科目概要	 DP1	 DP2	 DP3	 DP4	

情報システム

概論	

コンピュータを構成してい

るハードウェアおよびソフ

トウェアについて動作や機

能を学習する。情報セキュ

リティを含む、情報科学の

基礎的な知識を習得する。 

「IT パスポート」や「基本情報処
理技術者試験」の資格試験の範囲

の一部を念頭に、情報処理システ

ム全般に係る基本的な知識および

技能を習得する。 

	 	 △	 ◎	

メディア情報

基礎	

PC マルチメディアの基礎知
識の習得から始め、画像処

理、映像制作の代表的なソ

フトを備えた実習設備を十

分に活用しながら作品制作

を行う。これにより、イン

ターネット環境において文

化情報を発信できる能力を

身につけることができる。 

本講義は、メディアとしてのコン

ピ ュ ー タ に 着 目 す る 。 
「情報リテラシーⅠ」「情報リテ

ラシーⅡ」では、コンピュータシ

ステムの基本的構造とパーソナ

ル・コンピューティングを利用し

た文化情報の生産・編集・プレゼ

ンテーションの基本を習得した。

本講義では、これらに引き続き、

文化情報の発信・加工・編集のた

めの基本技法の習得に力点を置

く 。 
	 そもそもデジタルとは何かをや

さしく読み解くことから始めなが

ら、メディア情報の文化史、メデ

ィア情報をデジタルに扱うための

しくみと基本技法、ディジタルカ

メラ、スキャナ、ビデオなどメデ

ィア機器の活用法、PCを用いた簡
単なマルチメディア・コンテンツ

の制作、HTML とスタイルシート
による Webコンテンツの構造化と
デザイン要素の取り扱いなどを取

り上げ、マルチメディアを活用し

た文化情報の発信・加工・編集の

ための基礎事項を習得するととも

に、コンピュータを用いた作品実

習を通じてメディアとしてのコン

ピュータを駆使するための実践的

なスキルを育成する。 

	 	 	 ◎	

ネットワーク

基礎	

インターネットの通信とサ

ービスの仕組みの基礎知識

を習得しビデオ会議やソー

シャルメディアなどインタ

ーネット環境での情報サー

ビスの活用法を学び、同時

に正しい使いこなしのため

のセキュリティ知識を身に

着ける。特に SAの学習記録

ネットワークは絶えず変化してお

り、世界中どこに行っても安全確

実にコミュニケーションできるこ

とは、実は思うほど簡単ではな

い。本講義では、コンピュータと

ネットワークをコミュニケーショ

ンの基盤ととらえ、ネットワーク

とコンピュータを用いた共同作業

やインターネットにおける情報交

	 	 	 ◎	
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や SA 帰 国 報 告 に は

ePortfolio を活用するので、
海外でのインターネットの

利用と ePortfolio活用のスキ
ルを身につけて欲しい。 

換 ・ 情 報 共 有 の 仕 組 み を 、

WWW、メール、ビデオ会議、グ
ループウェアなど先端的コミュニ

ケーションツールの基本概念とそ

の実現例を通して学ぶ。これらの

ネットワーク技術の使いこなし

は、まずスタディ・アブロード

（SA）において、次にゼミと就職
活動において必要となり、ひいて

は卒業後のグローバルな社会での

サバイバル・スキルとなろう。ネ

ットワーク・コミュニケーション

こそが知的都市型社会の特質であ

る 。 
本科目の履修とリテラシ関連科目

での既習知識を総合することで、

IT パスポート等にむけての知識習
得を目指し、さらにネットワーク

関連の上位科目に結びつける。 

情報システム

応用	

情報システムの構成および

処理形態を学び、情報シス

テムの開発および運用・保

守に必要な基本的知識と技

能を学習する。 

上記資格試験内容の理解の深化を

目指すと共に、情報システムを安

全に使用するための工夫や応用を

学習する。 

	 	 △	 △	

ネットワーク

応用	

CSS3、HTML5 という Web
テクノロジーの最新の技法

を学び、スマートフォンや

タブレットなど携帯機器へ

の表示にも役立つ JavaScript
ライブラリの活用法を身に

着ける。 

今日の Webにおいて注目すべき要
素とは、スマートホンやタブレッ

ト端末における動的なコンテンツ

と対話性の提供といえるだろう。

従来は CSS と JavaScript によって
実現されてきた諸機能が、jQuery
などパッケージで携帯 Webの中心
技術として注目されている。 
本講義では「ネットワーク基礎」

において習得した Webサービスの
知識をもとに、インターネット環

境における Web制作の技法を学習
する。とくにダイナミック HTML
を実現するための JavaScript と
jQueryの技法について学ぶ。 

	 	 	 ◎	

メディア表現

法	

Photoshop の応用技法を習得
し、デザイン、配色の基礎

を修得し、PC 上の画像処理
とデジカメ、プリンタ等の

周辺機器との関係を理解す

ることで、ディジタルマル

チメディアの特性を活かし

た中級以上の作品制作がで

きるようになる。 

PCを使ってのマルチメディア制作
とデザインの基礎を講義と実習を

交えて学習する。とくにコンピュ

ータ上でのメディアデータの特性

とコンピュータによる画像処理、

図形処理について表現・変換など

の知識を身につける。Photoshopを
基本ツールとして画像レタッチの

諸技法を学ぶ。自ら写真を撮影

し、いくつもの課題制作に取り組

む。見やすい作品つくりを目指し

	 	 	 ◎	
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て、配置、コントラスト、整列な

どデザインの基礎知識を習得し、

実習作品の表現に応用する。これ

らを通じて情報メディアの活用と

メディアデータの処理技法を学習

し、さらにノンデザイナーである

我々が、Web やパッケージメディ
アの視覚面をどのように活かすこ

とができるかも学びたい。セメス

タ中の課題をクラス全体で合評す

ることでお互いの作品の良いとこ

ろを学び、質の高い制作を目指そ

う。 

プログラミン

グ言語基礎	

情報システムを構築する上

で必要なプログラミングに

関する基本的な事項を学

び、簡単なプログラムを作

成する能力を修得する。 

プログラムを作成する上で必要と

なる、変数、演算子、関数等の基

本的な構文を理解し、簡単なプロ

グラムを実装することで理解を深

める。 

	 	 	 ◎	

仮想世界研究	

仮想世界の次のような側面

にたいして基本用語を用い

て言及できるようになる。 
a. 仮想世界の受容、ネット
で生き易いのはなぜか、 
b. 仮想世界における「わた
し」とアイデンティティ、 
c. 「仮想現実」の考え方と
理論、 
d. 「仮想現実」の要素技術
と、社会のさまざまな側面

への浸透、 
e. 変 容 す る 社 会 
これらに切り込むための基

本的な考え方と洞察力を身

につけることができる。 

社会に表面化する重要主題として

「仮想世界」の問題を取り上げ

る。 
メディアテクノロジーの進展によ

って、現実と仮想との境界は曖昧

なものとなった。その一方で私た

ちの生活は、”手ごたえ”＝リアリ
ティ（現実感）を喪失しつつあ

る、と指摘される。いったい仮想

世界が浸透することによって、私

たちの日常生活がどのように『変

化』し、何が『拡張』した、と言

うのだろうか。その現在進行形の

変化を、受講生と協同作業しなが

ら具体的に検討を加え、問い直し

ていく。 

	 ◎	 ◎	 ◎	

データベース

基礎	

関係データベースの基本概

念 を 理 解 す る ． 
データベース管理システム

を利用できる技能，および

データベースを設計できる

技能を身につける． 

情報化社会においてデータベース

は欠くことのできない技術です．

本授業では，世の中で広く利用さ

れている関係データベースの概念

および理論について学び，演習を

通してデータの検索やデータベー

スの設計を行う技能を身につけま

す． 

	 	 	 ◎	

社会とデータ

サイエンス	

IoTやビッグデータに関連し
て、デジタルデータの生

成・取得や利活用の範囲、

取扱い扱い方、可視化等を

学び、伝え方を実践する。 

データサイエンスの事例を通し

て、情報の生成や価値を議論し、

データを正しく扱うための基本的

な統計学や可視化手法を学ぶ。 

	 △	 ○	 △	

道具による感

覚・体験のデ

ザイン	

情報化社会においてデータ

ベースは欠くことのできな

い技術です．本授業では，

体験 experience とは何なのか、今
日ほど注目される時代はない。そ

	 ◎	 〇	 ◎	
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世の中で広く利用されてい

る関係データベースの概念

および理論について学び，

演習を通してデータの検索

やデータベースの設計を行

う技能を身につけます． 

の一方で、「経験の危機」も指摘

される。 
仮想世界の浸透も手伝って、私た

ちの「体験」の様式はかつてない

速度で変化し、どこまでが体験な

のか、その境界はますます曖昧に

なりつつある。自分の身体感覚を

使って体験していない出来事もあ

たかも体験したかのように受け入

れる不思議さを再吟味する。 
今年度は、「空間の体験」を取り

上げる。空間をデザインし直す

と、そこでの体験はどのように変

化するのか。ここでいう空間は、

幾何学的空間でも装飾的空間でも

ない。「生きられる空間」であ

る。 
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４．言語科目 

	

科目名 到達目標 科目概要 DP1 DP2 DP3 DP4 

世界の言語Ⅰ 

１．印欧語の全体像を把握

する． 
２．印欧語の歴史を知る． 
３．印欧語研究の方法や背

景を知る． 
４．他の言語と印欧語の関

係を知る． 
５．言語の歴史・構造につ

いて，知識を深める． 

印欧語について考察．全ての大陸

で話されている印欧語がどのよう

にしてできたのか，どのように変

化してきたのか，特徴はどのよう

なものか，世界の言語の中でどの

ような位置にあるのかを知る． 

◎ ◎   

世界の言語 II 

言語について公平な視点を

もてるようになること（一

例をあげれば「日本語は非

論理的，英語は論理的」の

ような俗説に惑わされない

ようになること）．そして

学習言語と日本語をさまざ

まな側面から対照できる力

をつけること．  

アジアの言語を中心に，言語をと

りまくさまざまな現象に関して言

及する．言語学の基本的な枠組み

についても触れ，履修者の学習言

語が何語であれ，その学習に役立

つことを目標としている． 
 

◎ ◎ ○  

世界の英語 

英語の国際的普及は、地域

の社会的要因に連関して多

様化した様々な英語変種を

生み出しました。英・米・

カナダ・オーストラリア・

ニュージーランドの各英語

だけでなく、インド、シン

ガポール、タイ、マレーシ

ア等のアジア諸国でも多様

な英語変種が存在し、これ

らはWorld Englishesと複数
形で呼ばれています。ま

た、グローバル化の進展

は、ビジネスや教育上の国

際交流・協力の急速な拡大

をもたらし、国際的な場に

おいて英語は、言語文化の

異なる者同士の共通語、つ

まり a lingua francaとして幅
広く使用されています。 
 	 この授業では、英語変種
について、歴史的、文化的

背景に触れながら、その特

徴を発音、文法・語彙を中

心に概観すると同時に、国

際共通語としての英語での

コミュニケーションの特徴

1. 国際的普及によって多様化した
英語変種の地域的特徴についてま

とめることができる。 
2. 国際共通語としての英語でのコ
ミュニケーションの特徴について

まとめることができる。 
3. 上記１、２を踏まえ、グローバ
ル社会における英語の役割と求め

られる英語コミュニケーション能

力について考えをまとめることが

できる。 

◎ ◎ ◎ 〇 



国際文化学部カリキュラム・マップ 19 / 50 
 

について、実際の事例研究

を取り入れながら検討して

いきます。 

言語の理論 I 
知識ゼロの人向けの言語科

学の案内です。 

- 「言語」についての世間にあふ
れた誤解を解く。 
- 言語科学のそれぞれの分野への
自分の向き・不向きの判断の材料

を得る。 

 ◎   

言語の理論 II 

言語学の様々な分野を紹介

します。言語データを様々

な角度から分析する楽しさ

に触れていただければと思

います。言語学の基礎知識

を応用し、身の回りの言語

現象について深く考えるこ

とが目的です。 

理論言語学の諸分野を紹介しま

す。各分野の基礎的な知識を身に

つけることを目標とします。ま

た、言語学の複数分野の知識を応

用し、実際の言語現象を分析でき

るようになることを目標としま

す。 

 ◎  

 
 
 
 

社会言語学 

社会言語学は文字通り「社

会と言語の関係についての

学問」ですが、この授業で

は、幅広い視野から社会言

語学を概観し、言語的側面

から歴史、社会、政治、そ

して日常生活を見直す考え

方を身につけることを目標

にしています。 

世界中の様々な国に住む、様々な

民族の言語状況に目を向け、その

背後にある政治的・社会的・歴史

的・民族的な要因を考える習慣を

身につけてもらいたいと思いま

す。それと同時に、自分の生活環

境における言語的実情を自分で調

べる「フィールド・ワーク」をす

る習慣を身につけてもらいたいと

思います。 

 ◎  △ 

応用言語学 

Applied Linguisticsの分野の
中でも Language Acquisition
の理論、特に第二言語習得

を中心に扱います。言語習

得の分野で、どのような研

究がなされてきたか、ま

た、言語習得の過程はどの

ようにして明らかにしてい

くのかを、授業、及び実験

への参加を通して学びま

す。 

こどもはどのように母語を獲得す

るのか、そして大人の第二言語習

得と母語習得とはどのように異な

るのか、そして習得理論はどのよ

うにその違い、および類似点を説

明してきたのかを学び、言語習得

理論の知識を身につけることを目

標とします。 
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５．メディアコミュニケーション科目 

 
科目名 到達目標 科目概要 DP1 DP2 DP3 DP4 

＜言語コミュニケーション＞ 

英語コミュニ

ケーション I	
(会話) 

英語で円滑にインターアク
ションができる能力を伸ば
し、SA期間中に必要な社会
言語的なスキルを修得す
る。 

SA参加への意識を高めるため
に、SAで想定される様々な生活
場面での発話や会話のための準備
学習を行う 

◎  〇  

英語コミュニ

ケーション II
（表現） 

英語 1~6で修得した能力を
ベースに、SA期間中自律的
な言語学習のできる能力を
養う。 

毎週課されるホームワークに取り
組むことで語彙力・情報収集/分析
能力を高めつつ、授業において
は、説得力のあるプレゼンテーシ
ョンやライティングのスキルを養
い、SA期間中のアカデミック活
動に備える。 

◎  〇  

英語コミュニ

ケーション III
（留学会話） 

英語コミュ Iで修得した能
力やスキルをさらに発展さ
せる。 

SAに関連するアカデミックな会
話テーマをより深く探求する。そ
のため、授業内での活動やディス
カッションへの積極的な参加が一
層要求される。 

◎  〇  

英語アプリケ

ーション 

SA終了時までに修得してき
た英語運用能力を、SA後の
3~4年次に幅広く応用し発
展させる。 

多様な教材内容により、様々なテ
ーマについて深く探求考察する。
例えば、学生同士の意見交換やデ
ィスカッション、プレゼンテーシ
ョンといった形態で、英語表現の
実践力を鍛える。 

◎  〇  

ドイツ語コミ

ュニケション

I、II、 III 

困難なくドイツ語圏で学生

生活を送れることと、少し

でも多く話せるようにな

る。聴解力・読解力・表現

力における弱点を補強し、

基礎を確実なもの、使える

ものとする。 

基礎文法を含むテキストを用い、

ドイツ語圏の日常生活や文化のさ

まざまな場面に題材を求めた会話

練習、聴きとり練習等と並行し、

口語表現力を重視し、必要な分野

の語彙の習得のための実践的な練

習に取り組む。 

◎ △ ○  

ドイツ語アプ

リケーション 
①②③ 

これまでの学習で伸ばした

ドイツ語運用能力を維持・

向上させる。ドイツ語圏の

生活、文化、社会など多様

なテーマに関する理解を深

め、それらを簡単なドイツ

語で表現・説明できる。抽

象的なテーマについて、ド

イツ語で自分の意見を述べ

議論ができる。 

テーマに沿って自由に議論する。

グループワークも取り入れなが

ら、できる限りドイツ語で表現

し、ドイツ語で作文しながら少し

ずつ表現が自然に出てくるように

なるまで練習するとともに、自分

の意見をドイツ語にまとめる練習

を行う。 

◎ ○ ◎  

フランス語コ
ミュニケーシ
ョ ン Ⅰ （ 会
話） 

フランスの中で旅行および
生活するために不可欠な基
礎の知識を習得する。 

フランス語コミュニケーションの
力を発展させるクラス。フランス
語会話を日常生活の中で使えるよ
うに土台をつくる。 

〇 △ ◎  

フランス語コ
ミュニケーシ

教科書 Le Nouveau taxi! 1を
終え、学んだ表現を自分で

スタディ・アブロード・プログラ
ムで予定されているアンジェ滞在

◎ △ 〇  
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ョ ン Ⅱ （ 表
現） 
 
 

使えるようになる。また、
簡単なテクストを読み、こ
れまで覚えた内容を応用し
ながらそれについて話すこ
とができるようになる。 

にむけて、必要な会話表現と基礎
文法を学ぶ授業です。教科書 Le 
Nouveau taxi! 1を中心に進めます
が、フランス語にある程度慣れて
きたら、フランスの社会や歴史を
伝える簡単なテクストにも取り組
みます。 

フランス語コ
ミュニケーシ
ョンⅢ（留学
会話） 
 

前年度よりさらに会話のテ
ーマを広げながら、フラン
スで暮らせるために色々な
角度からコミュニケーショ
ンの力を強化させる。 

フランス・アンジェへ行く前の直
前準備講座。基礎文法、必須な語
彙を復習する。 

〇 △ ◎  

フランス語ア

プリケーショ

ン① 

Ce cours permet à des 
étudiants assez confirmés (au 
moins 2 ans de pratique du 
français) de poursuivre leur 
apprentissage : amplification 
du vocabulaire, meilleures 
capacités de lecture et 
d'expression orale ou écrite. Il 
permet la préparation des 
examens du DELF 
(préparation directe à B1) 
comme des "kentei-shiken". 

Ce cours s'adresse à des étudiants d'un 
niveau de français déjà confirmé. Les 
compétences de compréhension et de 
production à l'oral et à l'écrit seront 
travaillées afin d'améliorer le niveau 
de communication et d'expression. 
Les thèmes étudiés permettront aussi 
d'élargir les connaissances sur les 
cultures française et francophones. 

〇 〇 ◎  

フランス語ア

プリケーショ

ン② 

Ce cours, suite du premier 
semestre, continue de 
s'adresser à des étudiants assez 
confirmés (au moins 2 ans de 
pratique du français) et 
motivés pour la poursuite de 
leur apprentissage : 
amplification du vocabulaire, 
meilleures capacités de lecture 
et d'expression orale ou écrite. 
Il permet la préparation des 
examens du DELF 
(préparation directe à B1) 
comme des "kentei-shiken". 

Ce cours, suite du premier semestre, 
s'adresse à des étudiants d'un niveau 
de français déjà confirmé. Les 
compétences de compréhension et de 
production à l'oral et à l'écrit seront 
travaillées afin d'améliorer le niveau 
de communication et d'expression. 
Les thèmes étudiés permettront aussi 
d'élargir les connaissances sur les 
cultures française et francophones. 

〇 △ ◎  

フランス語ア

プリケーショ

ン③ 

Ce cours s'adresse à des 
étudiants de niveau 
intermédiaire, motivés pour la 
poursuite de leur 
apprentissage : augmentation 
du vocabulaire, meilleure 
capacité d'expression orale (et 
même écrite), mise en place 
d'un véritable savoir-faire 
communicatif. 
Il peut préparer aux examens 
du DELF "B1" comme des 
"kentei-shiken". 

Ce cours s'adresse à des étudiants d'un 
niveau de français intermédiaire. Les 
compétences de compréhension et de 
production à l'oral seront travaillées 
afin d'améliorer le niveau de 
communication et d'expression. Les 
thèmes étudiés permettront aussi 
d'élargir les connaissances sur la 
culture française. 

〇 △ ◎  

フランス語ア

プリケーショ

ン④ 

学生は正確に発音できるよ
うに練習し、悪い癖が定着
している場合は矯正・リハ

この授業は、正確で流暢な発音の
習得が目的です。フランス語圏の
人たちと楽しくコミュニケーショ

◎ △ 〇  
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ビリします（母音と子音の
徹底的な訓練、日本人に苦
手な Bと Vや Rと Lの音の
判別、など）。そして、こ
のフランス語の音の探求を
活かすために、様々なコミ
ュニケーションのなかで、
練習定着させていきます。 

ンをするのに必須です。オーラ
ル・コミュニケーションに関心が
あり、習得した初歩フランス語を
ブラッシュアップしたい 3年生以
上を対象とします。 

ロシア語コミ

ュニケーショ

ン I 

簡単なロシア語の質問を正

しく理解し、答えることが

できる。簡単な言葉で自分

のことを表現できる。文章

を正確に読むことができ

る。 
 

日常的に使われる会話表現の習得

を目標とする授業です。ロシア語

の発音とイントネーションに慣れ

ることから始め、挨拶、受け答え

の基礎から徐々に語彙を増やして

いき、最小限の日常行動が可能と

なるような会話の基礎を作りま

す。また、講師との対話（会話）

を通して、現地事情を感じてもら

えるような授業を目指します。 
 

○ ○ ◎  

ロシア語コミ

ュニケーショ

ン II 

ロシアで学習、生活する上

で必要な語彙を習得するこ

と。ロシア語での質問を正

確に理解し、それに適切に

答えられること。自分の考

えをロシア語で表現できる

こと。 
 

9月からの現地学習に備え、必要
な会話力習得を目的とする授業で

す。1年次に学習したことを基
に、また、会話表現に必要な事項

を補いつつコミュニケーション力

をつける練習を繰り返し行いま

す。 
 

○ ○ ◎  

ロシア語コミ

ュニケーショ

ン III 

自分のことをロシア語で表

現できる（話す、書く）、

他のテーマについても簡単

なロシア語を使って表現

（話す、書く）できる。 
 

現地での学習に備えるため、会話

でよく使われる語彙や表現を身に

つけ、それをもとに相手に自分の

考えを伝える訓練を行います。ま

た、短いロシア語の文章を作成す

る練習も行います。さらに、テー

マに沿ってロシアでの生活に関す

ることを紹介していきます。 
 

○ ○ ◎  

ロシア語アプ

リケーション
① 

春学期は、読解力と文法力

をつけて、ロシア教育・科

学省認定のロシア語検定

（ТРКИ）および、ロシア語
能力検定試験の、各自が希

望する級の合格を目指しま

す。 
 

SAロシアで培ったロシア語の、と
くに、読解力と文章力、文法の力

を向上させ、ロシア語学習に対す

るモチヴェーションをいっそう高

めること、ロシアの文化をロシア

語の文献から読みとることが全体

的な目標となります。この学習

は、ロシア人との会話に際して

も、引き出しをたくさん与えてく

れるでしょう。 
 

○ ○ ◎  

ロシア語アプ

リケーション
② 

読解力と文章力、リスニン

グを向上させ、ロシア語学

習に対するモチヴェーショ

ンをいっそう高めること、

ロシア語アプリケーション①と同
様に、引き続き、ロシア語の読解

力を維持・向上させると同時に、

リスニングに力を入れます。ロシ

○ ○ ◎  
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ロシアの文化をロシア語の

文献から読みとる力をつけ

ることが全体的な目標とな

ります。 

ア語を通して情報を迅速に的確に

読み取り、記憶に刻むこと、また

ロシア語の音声を聴いて情報を正

しく受け止める力を維持させてい

きましょう。次年度のロシア語検

定試験（ТРКИ）、およびロシア
語能力検定試験の希望する級の合

格を目標に掲げます。 

中国語コミュ

ニケーション I 

中国語コミュニケーション

にとって必要不可欠な発音

と基礎的な文法に関する知

識と技能を身に付ける。 

発音及び読解の練習を中心としつ

つ、徐々に習熟度を高めるよう授

業を進める。 

◎  〇  

中国語コミュ

ニケーション
II  

初級後段階中級前段階の作

文能力を身につけることを

目標とする。 

毎回、教員が提示した作文の練習

問題を、既習の語彙・文法知識に

基づいて完成させ提出する。ま

た、提出し添削されたプリントを

理解し、その後の作文に生かすた

めに復習する。最終的にＳＡ開始

時の「宿題」に対応できるための

基礎作りとする。 

◎  〇  

中国語コミュ

ニケーション
III 

一年次に習った内容を軸

に、留学に必要な音読・訳

読を行えるようにする。コ

ミュニケーションが取れる

スキルをアップする。表現

力を身に付ける。 

教科書に沿って、履修者のレベル

を確認の上、内容への理解をチェ

ックしながら、効果的に授業を進

めていく。 

◎  〇  

中国語アプリ

ケーション 
①②③④ 

 “中国語を学ぶ”から“中国
語で学ぶ”を目標に、文献や
映像の翻訳、語法研究な

ど、より高度な中国語力を

身につける。 

文献の翻訳やドラマの映像翻訳、

中国語語法の研究など、授業ごと

にテーマを決めて学習する ◎ ○ ◯  

スペイン語コ

ミュニケーシ

ョンⅠ 

１年次で学習する文法事項

を使って、簡単な日常会話

ができるようになる。 
また、正しいスペイン語の

発音とイントネーションを

習得することが目標であ

る。 

教員やクラスメートと日常の話題

についてスペイン語で会話を行う

実践的な科目である。 

◎ 〇 〇  

スペイン語コ

ミュニケーシ

ョンⅡ・Ⅲ 
 

様々な状況におけるスペイ

ン語での会話ができるよう

になることが目標である。 
さらに、会話における語彙

を増やし豊かな表現力を身

に着けることを目標とす

る。 

教員やクラスメートと日常の話題

についてスペイン語で会話を行う

実践的な科目である。 

◎ 〇 〇  

スペイン語ア

プリケーショ

ン 
①②③④ 

バルセロナ留学中に身に着

けたスペイン語力を保持あ

るいは向上させることが目

標である。 

教員やクラスメートと日常の話題

についてスペイン語で会話を行う

実践的な科目である。 

◎ 〇 〇  
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また、スペイン語検定

（DELE）の受検を希望する
受講者はその合格も目標と

なる。 

朝鮮語コミュ

ニケーション

Ⅰ 

授業で学んだ文の読み書き

ができ，声に出して言える

ほか，自分で文を作り出す

力（＝言いたいことが言え

る力）をだんだんと身につ

けていくこと． 

１セメの学習内容を理解している

という前提で，文法と語彙をさら

に学び，複雑な表現ができるよう

につとめる． 
◎ ○ ○  

朝鮮語コミュ

ニケーション

Ⅱ 

ＳＡに行った時のために，

ある程度の生活会話が可能

になること．自分で考えて

あらゆる場面で自然な表現

ができるように，会話の力

を導いていく． 

「話す」「聞く」訓練を通して，

自信を持って自然な朝鮮語の会話

を身に付けていくことができるこ

とを目指す．今まで習った朝鮮語

の力を，会話で様々に応用できる

ように，そのスキルを一層磨いて

いく． 

◎ ○ ○  

朝鮮語コミュ

ニケーション

Ⅲ 

ＳＡに通用する語学力の習

得，具体的には韓国外国語

大「朝鮮語文化教育センタ

ー」の「３級」に編入でき

ること． 

１年次で学んだ文法と語彙の基礎

の上に，「読む，書く，聞く，話

す」の各能力を総合的に向上させ

る． 
◎ ○ ○  

朝鮮語アプリ

ケーション 
①②③ 

朝鮮語のニュースや韓国の

番組を字幕なしで理解でき

ること． 

既に持っている朝鮮語の知識を活

用したり，もっと包括的に知識を

吸収できることを目標とする．韓

国の新聞，雑誌，映像などを使っ

て，テキストには出ない，自然な

朝鮮語の使い方や，多様な表現と

新造語を学んで自ら表現できるこ

とを目指す．授業はできるだけ朝

鮮語で進めていく． 

◎ ○ ◎  

＜情報コミュニケーション＞ 

情報コミュニ

ケーションⅠ 

文化情報学の基本主題の考

え方、課題解決の手法、実

践に必要な知識を実習を通

して学ぶ。特に、本科目で

は「道具をもっと使いやす

くデザインすること」と

「新しい近未来の道具をデ

ザインすること」、の２つ

のテーマについて実践的に

学ぶ。 
・各テーマについて、その

基本的な考え方、計画の立

て方、実践方法を習得す

る。 
・テーマごとに成果発表の

機会を設け、グループによ

る実験・調査データに基づ

く独自の改良案・コンセプ

この講義は、「道具を使いやすく

デザインする方法論」と「新しい

近未来の道具のデザイン」という

２つのテーマに取り組む。	 具体

的な手法の習得と実践の両方をバ

ランスよく講義に配置してある。 
道具をデザインするという一見難

しく思える課題を、具体的な課題

に即して、実践的に学べる科目で

ある。 

 ◎ ◎ ◎ 
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ト案の提言を行い、レポー

トにまとめる。 

情報コミュニ

ケーション II 

在外環境におけるネットワ

ークの実践的スキルと問題

解決方法や文化情報の調査

研究の方法、情報編集ツー

ルを学ぶことで、SAや卒業
研究の成果発表に役立て

る。 

フィールドワークにおける異文化

研究のため、文化情報の調査研究

方法を習得する。インターネット

環境を十全に活用し、学習成果を

公開、蓄積する。 

  △ ○ 

情報コミュニ

ケーションⅢ 

1. 作品制作を通じてコミュ
ニケーションに必要な視覚

表現の基礎的な事柄を学び

ます。加えて創作全般に通

じるクリエイティブな造形

表現や映像表現に必要な感

覚や技術を養います。 
2. 多くのアーティストやデ
ザイナーに使用されている

Adobe Illustrator、
Photoshop、Premiereなどク
リエイティブ系ソフトのベ

ーシックな使い方をマスタ

ーします。 

 

現パソコンを使ってデザインやア

ートの作品制作をするための入門

的かつ実験的な実習授業です。 
 
絵を描くことなどに苦手意識のあ

る人、パソコンでのイラストレー

ションや写真の加工、映像制作が

初めての人にもわかりやすく、楽

しく進めていきます。  

  ◎ ○ 

情報アプリケ

ーション I 

ウェブページを記述する言

語である HTMLについて理
解し、自分でウェブページ

を作成できるようになる。 
CSSを使って表現力の高い
ウェブページを作成できる

ようになる。 
Javascriptを使って動きのあ
るウェブページを作成でき

るようになる。 
Three.jsを使って 3Dグラフ
ィックスを使ったウェブペ

ージを作成できるようにな

る。 
インターネット環境で応用

力のある豊かな情報発信能

力を身に着ける。 

ウェブページを記述する HTMLは
近年新しいバージョンが作られ、

その表現力が増している。本授業

では最新の HTML5をベースに、
CSSや Javascriptなどを用いて表現
力の高いウェブページを作るため

の技法について学ぶ。 
最終的には HTML5を使って簡単
な 3Dグラフィックスを表現する
方法を学び、迷路のウェブページ

を構築できることをめざす 

   ◎ 

情報アプリケ

ーションⅡ 

身近な情報サービスの一例

としてWebアプリケーショ
ンや地理位置情報を例に、

広く使われている情報技術

とリスクについて考え、自

らの意見を構築する。議論

を通して自らが調査し考え

た「意見」を他の人に伝え

情報技術が社会基盤となり、広く

一般に利活用される一方で、セキ

ュリティや個人情報保護等の問題

も広く認識されるようになってき

た。この授業の前半では、身近に

利用している情報サービスに対す

るリスクや問題について学習し、

議論する。 

 ◎ ◎ ◎ 
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るためのプレゼンテーショ

ン方法を学び、実践・確認

することで、客観性のある

有為なプレゼンテーション

ができること目指す。 

授業の後半では議論を通じて調査

し、理解を深めたことに関するプ

レゼンテーションの方法を学習

し、実践する。 
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６．専攻科目 

 
科目名 到達目標 科目概要 DP1 DP2 DP3 DP4 

＜情報文化コース科目群＞ 

こころの科学 

・「こころ」の働きを情報

の観点から捉えることによ

って何を明らかにすること

ができ、何をまだ説明でき

ないのか、記憶、学習、問

題解決、情動等を取り上

げ、その働きの要点を説明

できる。 
・「こころ」の働きを哲学

の観点から考察すること

で、「こころとは何か」

「こころとからだとの関

係」はどのようになってい

るのかということについて

説明できる。 

	 「こころ」とはいったい何だろ

うか。私たちは、日常生活では特

に「こころ」とは何かと問うこと

はほとんどない。というのも、私

たちは「こころ」があること、あ

るいは「こころ」をもっているこ

とをあらためて問う必要もないと

考えているからだ。しかし、私た

ちは、「こころ」について何を知

っているのだろうか。しかも、

「こころ」があるとされている

「からだ」のことも、私たちはど

の程度知っているのだろうか。 
	 「こころ」への探求、さらには

「こころと身体」との関係につい

ての哲学的議論は、哲学が始まっ

た当初から長い歴史を持ってい

る。ある面では宗教もこの問題に

かかわってきたとみてよい。その

一方で、「こころ」の働きを「科

学的に」解明しようとして、哲学

から心理学が分かれてきたのは、

ここ 100年ほどの歴史しかない。
また「こころと身体」との関係の

理解については、相変わらず「心

身二元論」の枠を出ていない。し

かし今では「こころ」の探求につ

いては心理学だけでなく、言語学

や情報学、脳科学など様々な角度

からアプローチが試みられてい

る。人工知能やロボットの分野で

は「こころを作ってみる」試みさ

え出てきている。そこでは「ここ

ろ」の探求に関して、「身体」や

身体を取り巻く「環境」との関係

を視野に入れた研究が進められて

いる。しかしそれでも、単一の領

域からアプローチする方法では、

「こころ」の本質に迫ることは難

しい。近年では、「こころの科

学」として、「こころ」を巡る

様々な学問領域との連係を必要と

する新しい学問が起こってきた。 

 ◎ ◎ ◎ 
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	 「学際的科学」としての「ここ

ろの科学」では、専門分野の異な

る二人の研究者が、情報学、哲

学、認知心理学を機軸として、私

たちの「こころ」を明らかにしよ

うと試みる。特に、「こころ」の

「働き」の中で、「認知」という

「謎」に取り組み、「人間が認識

する働き」、もしくは「知るとい

う働き」を解明することが目指さ

れている。また、「認知」につい

ては「身体」への眼差しが重視さ

れていることも忘れてはならな

い。 
	 そこで本授業のテーマは、「こ

ころ」のみならず、「こころと身

体」との関係、「こころと環境と

の関係」についても視野に入れ

て、「こころ」の謎に迫ることに

ある。 

ゲーム構築論 

コンピュータゲームのモノ

づくりを通じてコンピュー

タのソフトウェアがどのよ

うにして動いているかを理

解し、自分の力で簡単なソ

フトウェアを作り出すこと

ができるような実践的な能

力を身に着けることを目指

す。 
	 現実世界のものをモデル

化し、コンピュータでシミ

ュレーションを行うことが

できる力を身に着ける。 

この科目では、情報学を適用した

モノづくりの面白さと難しさをコ

ンピュータゲームのモノづくりを

通して学ぶ。コンピュータにはワ

ープロ、メールソフト、ウェブブ

ラウザ、ゲームなどありとあらゆ

るソフトウェアがあり、我々は

日々それらの他人が作成したソフ

トウェアを利用しているが、これ

らのソフトウェアが実際にどのよ

うにして作られているかについて

知っている人はあまりいないのが

現状である。そのためコンピュー

タで何かを行う場合、他人の作成

したソフトウェアを探して利用す

る必要があるが、そのようなソフ

トウェアが見つからなければあき

らめるしかない。 
	 実際にはプログラミングを学ぶ

ことで、簡単なソフトウェアであ

れば必要に応じて自分で作ること

ができるようになる。つまり、コ

ンピュータのソフトウェアの消費

者から、コンピュータのソフトウ

ェアの生産者になることができる

ようになるである。 
	 日常にあふれるコンピュータの

ソフトウェアはどのようにして作

られているのか？本授業ではソフ

トウェアの中でも親しみやすいコ

   ◎ 
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ンピュータゲームのプログラミン

グの観点から具体的な方法論を、

実験実習を通じて学ぶ。 

ヒューマンイ

ンターフェイ

ス論 

道具をデザインする設計手

法のうち人間中心設計の、

基本的な理論から具体的な

設計手順までを習得でき

る。 
最後には、新しい道具・商

品・サービスのデザイン案

を、履修者ひとりひとりが

ユーザーセンタードデザイ

ンの設計手法を使って企画

を提案できるようになる。 

利用者が自らの意図通りに道具を

使いこなせるようになって、初め

て道具としての価値が生まれる。

ところが、実際には使いこなすの

に思った以上に苦労している。 
日常の道具をもっと使いやすい道

具にできれば、日常生活はより豊

かで快適なものとなる。その決め

手は「ヒューマンインターフェイ

ス」のデザインである。 

 ◎ 〇 ◎ 

情報セキュリ

ティとプライ

バシー 

普段利用している情報サー

ビスに対するリスクや脅威

を学習し、情報セキュリテ

ィやプライバシー保護に関

する議論を通して基本的な

情報管理技術を習得する。 

PCやスマートフォンなど普段利用
している個人の情報機器に必要な

情報セキュリティ知識、および組

織における情報セキュリティの方

策等の理解を深める。 

  ○  

バイオインフ

ォマティクス

(生物情報－い
きものを理解

する－) 

講義では，生命活動におけ

る情報（主に遺伝情報）の

特徴とその役割について，

人間が作り出す言語を中心

とした情報，及び，計算機

が扱う情報と対比しつつ理

解する。実習は，実際に行

われている計算機を利用し

た生物学の手法を体験し，

生物学の現状を理解する。 

現代の生物学は情報科学的側面を

強く持っています。ここでは，情

報という視点からみた生命の実像

を講義と実習を通じて学びます。 

△ ◎ ○ ◎ 

ネットワーク

環境構築論 

情報サービスを成り立たせ

ているネットワーク技術、

サーバ技術について演習を

通して学習する。 

Linuxの基礎的な操作方法とプロ
グラミング言語（Perl）の基礎を
習得し、Webサーバ等の構築方法
やネットワークを通じた情報収

集・解析手法を学ぶ。 

   ○ 

文化情報空間

論 

人間と人工物の共生社会を

視野におき、知的人工物が

環境変化を感じ取り適応

し、人間を知的支援するた

めの諸技法を学べる。 
さらに、私たちの暮らしを

広げる知的生活空間デザイ

ンの基本的枠組みを理解で

きるようになる。 

本講義では、知的人工物と人間と

の共生社会を視野において、まず

「人工物の科学」について学び、

「知的人工物との暮らしのデザイ

ン」について学ぶ。 

 〇 △ ◎ 

コンピュータ

音楽と音声情

報処理 

コンピュータ上で、音を生

成する方法や、音の大き

さ、長さ、音色、発音タイ

ミングなどを制御する方法

を習得し、サウンドプログ

ラミングの基礎を身に着け

コンピュータの性能の急速な向上

に伴い、コンピュータと人間を結

ぶヒューマン・マシン・インター

フェースの重要性が増し、人間の

表現行為を工学的に扱う必要性が

生じている。人間と機械のよりよ

   ◎ 
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る。 
本講義では、サウンドプロ

グラミング環境として Pure 
Data(Pd)のビジュアルプロ
グラミング機能を利用す

る。パッチと呼ばれるプロ

グラムの作成を通じて、コ

ンピュータ音楽の製作を体

験する。オープンソースソ

フトウェアとしての Pdの利
点を認識し、Windows, Mac
など OSや機器の違いに影
響されない作品作り、電子

楽器とコンピュータとの連

携を構想できるようにな

る。 

い協調をマルチメディア、特に音

楽や音声などオーディオメディア

により実現したい。本講義では、

情報デザインならびにメディア表

現の上位科目として、コンピュー

タ上で音を扱う方法について学

ぶ。サウンドプログラミング言語

である Pure Data(Pd)のビジュアル
プログラミング機能の使い、さま

ざまな音の表現方法を学ぶ。 

ハイパーテク

スト論 

現代社会におけるネットワ

ークやコミュニティの在り

方、人と人との繋がり方を

各自が再考することを目指

します。 
 

新しい形のコミュニティや組織、

シェアリング・エコノミー等の構

造を検証しながら、これからの人

の繋がり方をワークショップやデ

ィスカッションを通して考察して

いきます。 

 ◎ ○ △ 

情報編集論 

受講者それぞれが、自身の

考えを表現する際に、「情

報の編集」を実践できるこ

とを目指します。 
 

広告や製品、アート作品等の身の

まわりある事例を考察していきな

がら、「情報の編集」ということ

を学んでいきます。 
 

 ◎ ○ ○ 

文化情報の哲

学 

（1）ガタリの思想やテキス
トを学び、「新しいアナキ

ズム」の思想や哲学を理解

することで、「現実を生き

るための哲学とは何か」と

いう問いについて考えるこ

とができる。 
（2）21世紀を生きる私た
ちにとって、「哲学する」

ことがいかに重要であるか

を学ぶことができる。 
（3）哲学的思考を身につけ
ることができる。 
 

	 	 本科目は、さまざまな文化の

諸相を、「文化情報」という観点

で捉え直しながら、哲学的な問題

として検討することを目的とす

る。2017年度は、現代の哲学者・
アナキスト思想家フェリックス・

ガタリ（Félix Guattari, 1930-1992）
の思想を基本にして、20世紀末か
ら今日にかけて、国家権力の横暴

に対して、様々な戦略で抵抗して

いる「新しいアナキズム」の実際

を哲学理論的に考察する。 
	 それは、今という時代を生きる

私たちが、高度に発達した資本主

義と国家権力の癒着の中で、どの

ように生きることが望ましいのか

という問題について、「国家あり

き・資本主義ありき」という前提

を問い直しながらも、私たちが生

きる現実を踏まえて考えていくこ

とを意味する。 
	 また本科目は、秋学期科目「現

代思想」と深い関係がある。「現

 ◎ ◎ ◎ 
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代思想」でも同様な問題意識に基

づいて、別の角度から検討してい

く。それゆえ本科目と「現代思

想」とを履修することで、現実を

生きるための哲学の面白さを体験

してもらうことも、大きなテーマ

になっている。 

情報デザイン 

講義では、情報を伝えると

いうことについて、送り手

と受け手の両方の立場を踏

まえて多角的に検討しま

す。 
 
課題制作に関しては講義を

踏まえて、コンセプチュア

ルなこと（考えること）と

プラクティカルなこと（手

を動かすこと）の両方をバ

ランスよく進められるよ

う、制作を進めてくださ

い。 

情報デザインでは、視覚的に情報

を伝えるためのアプローチを理論

的かつ実践的に学びます。 
 
また、デザインワークにおいて

は、伝えるべき内容についてのコ

ンテクストを作り手が十分に理解

することが大切となります。その

ための見方や考え方について学ん

でいきます。 

 ◎ ◎ ◎ 

＜表象文化コース科目群＞ 

サブカルチャ

ー論 

イデオロギーや哲学の代わ

りにキャラクターやコピー

が者を言う現代、政治も文

化も素人が担い手になって

ゆく風潮を踏まえ、柔軟な

批評精神を獲得し、サブカ

ル全般に関する教養の底上

げを測ると同時に、先人の

斬新な発想の秘密に迫る。 

サブカルチャーは振興の文化流行

として、大衆文化や通俗趣味に分

類されるが、表現者たちにより洗

練が加えられ、いつしかメインカ

ルチャーとなってゆく。文学、美

術、音楽、漫画、映画、旅行、食

文化、政治、科学あらゆるジャン

ルを横断し、文化流行全般を対象

に、時代別の考察を通し、コミュ

ニケーション能力の土台にもなる

雑多な教養を身につける。映像を

サンプルとして見せつつ、歴史的

な背景を踏まえることで、各ジャ

ンルの未来に体する提言を行う。 

 ◎  △ 

マルチメディ

ア表現法 

写真表現、ポスター作り、

DTP、映像制作などのマル
チメディア実習を通じて、

自らの発想を人に伝わるマ

ルチメディア作品の形にす

ること、同じ課題で制作し

たお互いの作品を相互批評

してセンスを磨くこと、作

品をプレゼンテーションす

ること、これら課題制作の

訓練を通じて作品作りの一

貫したプロセスを身に着け

る。 

少人数ワークショップによるマル

チメディア作品制作の実習。 
多様な種類のメディア情報をコン

ピュータで表現し、ネットワーク

マルチメディア環境においてわか

りやすく統合的に提示する手法を

学習する。画像、映像、音声など

個々の編集技法の基本は既習のも

のとし、ここでの講義ではそれら

の統合をコミュニケーションデザ

インの観点から学び、アイデアや

表現意欲をコンテンツ制作に活か

す効果的なオーサリングの戦略に

ついて考える。またワークショッ

 ◎ ○ ◎ 
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プにおいては学習成果の体得をさ

らに確実にするために、ビデオ、

Webマルチメディア、DTPなどの
領域から練習課題を適宜設定す

る。受講者には各人の嗜好にもと

づき映像作品、音楽作品や DTP作
品などの個人プロジェクトを提案

してもらい、セメスタを通じて制

作してゆく。 

メディア表現

ワークショッ

プ１ 

みなさんは課題を通じて

様々な表現活動に通じる取

材・調査方法や様々なメデ

ィアを使った表現方法を学

びます。 

各課題に取り組むにあたっ

ては、自由な発想、臨機応

変な対応が必要となりま

す。柔軟な姿勢で（楽しん

で）課題に取り組んでくだ

さい。 

 

表現活動のためのフィールドワー

クに関する実習授業です。各実習

はワークショップ形式で行いま

す。 

大学近隣を 3つのテーマ（カメラ
を持って旅に出よう。スケッチブ

ックに記録しよう。音を拾う。）

でフィールドワークを行い、その

成果をプレゼンテーションしま

す。 

 ○ ◎  

メディア表現

ワークショッ

プ２ 

半期の授業を通じ、受講生

は表現意欲や批評意識を刺

激されるだろう。自己を語

るコトバ、他者とのコミュ

ニケーション能力を磨き上

げるには、創作を実践する

ことがショートカットにな

る。創作のエクササイズを

重ねれば、説得力のある企

画書の書き方、他者の関心

を誘うプレゼンテーション

の仕方も自ずと身につけら

れる。学生はそのスキルの

獲得を目指し、課題をこな

すこと。 

書くことと読むことは表裏一体だ

が、閣技術の研究を通し、読み巧

者になる手もある。実例を挙げつ

つ、実作者の立場から小説、エッ

セイ等の書き方 ABCを伝授す
る。メールから企画書、報告書、

論文、創作、これら全ては特定の

セオリーに基づいているので、こ

れらを踏まえつつ、説得力や感動

を与える手法に触れ、眠っている

才能を引き出す。 

△   ◎ 

五感共生論 受講者各自が各種事例の考

察を行いながら、人の五感

の相互関係を再認識するこ

と。 
・受講者各自が自身の課題

制作内容と他の受講者の発

表内容を比較検証し、感覚

に基づく表現の多様性を再

確認すること。 

感覚にまつわる事例の考察や受講

者自身による課題制作を通して、

人の感覚の再認識を受講者それぞ

れが体験していくことを目的とし

ています。 
 

 ◎ ○ △ 

演劇論 近代西洋演劇と対比した、

日本古典演劇の特徴を理解

する。 

この授業では日本の古典演劇と近

代西洋演劇との比較を軸に、演劇

を構成する様々な要素、演劇を取

 ◎ △  
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・基本的な演劇理論を理解

し、実作品の分析に応用で

きるようになる。 
・時代や文化、ジャンルを

異にする多様な演劇作品の

比較分析ができるようにな

る 

り巻く様々な問題について考察し

ます。その中で世界の演劇の多様

なあり方や、基本的な演劇理論の

応用を学ぶことにもなるでしょ

う。「なぜ我々／自分は演劇を見

るのか」。様々な切り口から演劇

を分析しながら、学生の一人一人

がこの問への答えを探っていくこ

とになります。 
空間デザイン

論 
本講座は、デザインの制作

技術を習得するのではな

く、空間デザインを操るリ

テラシーを高めることを目

標に、空間が背負う社会

的・文化的背景や文脈を理

解し、表現・伝達する力を

養う。 

都市、建築、デザイン、アートの

領域で論じられている「空間」を

多角的に理解し、それを表現・伝

達するデザインの方法論を学ぶ。 
△ ◯ ◎ △ 

比較表象文化

論 
・ジャンル・時代・言語等

を異にする文化の作品間の

比較文化的な分析ができる

ようになる。 
・オリエンタリズム、ジェ

ンダー、構造主義、ナラト

ロジー、文化人類学、演劇

記号論などの理論を理解

し、作品分析に応用できる

ようになる 

この授業では、「日本的」とされ

ている様々な文化現象を、歴史軸

に沿って、そして異文化との比較

を通じて検証します。また文化に

ついて考えるにあたって我々を助

けてくれるいくつかの理論をとり

あげ、応用を通じてその理解を深

めます。 

 ◎ ◎  

パフォーマン

ス・スタディ

ーズ 

（1）アートについて、既成
の価値観・マスメディアの

流す価値観に対する、批判

的視点を身につけることが

できる。 
（2）自らの価値観を問い直
し、新たに刷新するための

表現手段を具体的に説明す

ることができる。 
（3）高校までの芸術教育や
制度的なアート認識を新た

に問い直し、自らの視点で

「パフォーマンス」や、パ

フォーマンスを用いたアー

トについての鑑賞方法や参

加方法について、説明でき

る。 
（4）アートの領域の内部で
生じた、20世紀以降のさま
ざまな変遷を辿ることで、

「前衛芸術」のあり方につ

いて、現在のパフォーマン

本授業では、「パフォーマンス

（performance）」概念を中心に、
さまざまなアートの表現手段との

関連させることで、政治的・社会

的な文脈で「パフォーマンス」を

取り上げていく。 
	 特に、ニューヨーク大学シェク

ナー教授で有名になった「パフォ

ーマンス・スタディーズ

（Performance Studies）」理論に基
づいて「パフォーマンス・スタデ

ィーズ」の実際を検討する。2017
年度は、「セクシュアリティとパ

フォーマンス・アート」というテ

ーマで、主に女性アーティストが

「パフォーマンス・アート」の手

法を用いて、積極的に自らの性／

アイデンティティーを問題にして

いることを取り上げる 

 ◎ ◎  
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ス・アートのあり方を予測

することができる 
（5）「パフォーマンス・ス
タディーズ」の基本につい

て学ぶことができる。 

現代美術論 

講義では、現代美術と同様

に関連のある芸術分野につ

いても扱います。現代美術

を中心に、様々な芸術の分

野における実験的なアプロ

ーチを検証し、俯瞰するこ

とで、それらの考え方、ア

イディアについての理解を

深めます。 
 
みなさんには馴染みの薄い

分野であると思いますの

で、最初に美術史や美術理

論の基本的な知識を確認し

ます。また、講義の間にワ

ークショップ（感覚的、体

験的に学ぶこと）を行い、

より理解を深めていきま

す。 

 

現代美術の理論と実践についての

授業です。 
 
今日の現代美術の世界は、様々な

分野の最先端の芸術（美術、建

築、音楽、パフォーミングアー

ツ、映像、詩など）が複雑に交差

しながら形成されています。 
 
現代美術のコンテクストを、多文

化・関係性・コミュニケーション

などをキーワードに読み解いてい

きます。 

 

  

 ◎ ○  

＜言語文化コース科目群＞ 

世界の中の日

本文学 

日本文学の世界のなかでの

位置を追究する 
 
 

日本文学がどのように世界各国

（語）で受容され、変容している

のかを認識し、日本文学の在り

方、本質を考える。 

◎ ◎ 〇  

世界の中の日

本語 

日本文学のいくつかの作品

（主に近代・現代）に出て

くる文章を英語に翻訳しな

がら「世界の中の日本語」

と「日本語の中の世界」を

考える。実際の日本語のテ

キストを学生たちが翻訳す

る。 
	 その実習を通して、表現

のことばとしての日本語の

姿を浮きぼりにして、二十

一世紀にふさわしい日本文

学論を展開する。 
 

言葉のレベルで「日本と世界」を

考えることができること。 
◎ ◎ 〇  

世界とつなが

る地域の歴史

と文化 

授業の進展につれ、長野県

の中山間地域の飯田・下伊

那にも、東京とはまた異な

る歴史・文化・自然があ

り、固有の国際関係がある

この授業は 2012 年度から夏休み
に長野県の飯田・下伊那地域で実

施している「ＳＪ国内研修」（Ｓ

Ｊ＝ Study Japan）に参加する留学
生・ボランティア補助員および希

△ ◎ ◎ ○ 
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ことが理解できるであろ

う。最終的には、「ＳＪ国

内研修」に際して探求すべ

き自分なりのテーマをみつ

け、夏休み中の学習を経て

研修 
本番につなげられるように

することが目標である。 
	 「ＳＪ国内研修」に参加

せず、単なる一授業として

受講することも可能だが、

そうした受講者にとって

は、飯田・下伊那を例に日

本の多様性や多文化を考え

る視点を得ることが到達目

標となる。そこで得られた

視点やアプローチは、日本

の他の地域を考える際にも

有効に機能するであろう。 

望する一般学生を主対象に、その

事前学習用として開講されるもの

である。 
「ＳＪ国内研修」とは、一般学生

のＳＡに相当するもので、地方の

中山間地域での生活を体験するこ

とで、留学生にとってのＳＡとも

言えるこの日本を、東京からの発

想とは別に、地方の視点でも考 
えうる目を養うことを趣旨として

いる。 
	 したがって、この授業の目標

も、飯田・下伊那地域の歴史・社

会・文化・民俗・自然などについ

て、一通りの前提知識を身につけ

ることで、8 日程度の「ＳＪ国内
研修」を有意義に送れるようにす

ることにある。国際文化学部の研

修であることに鑑み、とりわけこ

の地域における国際化や異民族と

の関係に重点を置きながらみてい

く。 

日英翻訳論 

日本文学の名作を英訳する

ことによって、英作文をみ

がき、同時に翻訳という鏡

に映った日本語の特徴を考

える。英語と日本語の究極

的な比較。 

日本語と英語の本質を理解するこ

と。 
◎ ◎ 〇  

実践翻訳技法 

日本文学の代表的なテキス

トを英語に翻訳する。原文

に忠実でありながらすぐれ

た英語の表現をめざす。 

日本語と英語の本質を理解するこ

と。 
◎ ◎ 〇  

中国の文化Ⅰ 

マスメディアとは異なる視

点で中国の生活文化を知

り、現代中国社会への理解

を深めることが目標であ

る。 

中国は歴史的、文化的に日本と関

係の深い国である。しかし、マス

メディアを通して報道される中国

は政治経済に偏りすぎており、し

かも表面的なものが多い。中国の

一般庶民の日常生活や物の考え方

について、文化人類学的な視点の

現地調査を通じて蓄積されてきた

知見を学ぶ。 

 ◎ ○  

中国の文化 II 
「民族」をキーワードにし

て中国を読み解く力を養

う。 

中国文明は、多様な風土のなかで

それぞれ独自の歴史と文化を築い

てきた諸民族と漢族との、古くか

らの交流によって形成されてき

た。この授業では、民族の多様性

を紹介するとともに、20世紀以
降、国家統合を進めるなか、各少

数民族社会において生じた変化を

通して、中国における国家と民族

 ◎ ◯  
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集団との関係、民族間関係、民族

意識、民族文化の現状など 
を紹介する。 

中国の文化Ⅲ

（日中文化交

流史） 

中国の人々の対日イメージ

がどのように変遷してきた

のか、また、いかなる要因

によって変化したかを歴史

的に理解することにより、

この隣国の人々とどのよう

につきあっていくべきかに

ついて、適切な判断ができ

る力を身につける。 

二千年以上に及ぶ交流の中で、中

国の人々は日本にどのようなイメ

ージを持ってきたのか。各種文献

や映像資料を通じて、古代から現

在までの対日イメージの変遷を概

観し、そこから何を学ぶことがで

きるか考える。 

 ◎ ◎ △ 

中国の文化Ⅳ

（中国語の構

造） 

・初級中国語で学んだ文法

項目を確実に定着させる。 
・既習の文法項目の応用的

用法を身に付ける。 
・比較的難易度の高い中国

語を適切に理解・表現でき

るようになる。 

本授業では、初級中国語の文法事

項を復習しつつ、さらに詳しい説

明・解説を交えながら、問題演習

を通じて応用力の育成を図る。と

りわけ、『ポイント学習	 中国語

初級［改訂版］』で学んだ文法項

目を中心に、各項目の基本的用法

を確認しつつ、より詳しい用法や

発展的な内容を学び、その知識を

応用した作文練習や翻訳練習を行

うことで、様々な中国語文を適切

に理解・表現できる力を養う。 

◎ ○   

中国の文化 V
（中国語と日

本語） 

・中国語／日本語学習者の

誤用例の検討を通じて、そ

の原因に関して自分なりに

説明できる。 
・関連する論考や資料の講

読を通じて日中両言語の文

法的諸特徴を適切に理解す

る。 
・比較的難易度の高い中国

語を適切に理解・表現でき

るようになる。 

本授業では、様々な誤用例（とり

わけ、日本語母語話者による中国

語の誤用例、および中国語母語話

者による日本語の誤用例）にスポ

ットをあて、なぜそのような誤用

が起きるのか、どのような表現に

すれば適切な中国語／日本語表現

になるのかを的確に分析できる力

を養う。また、日中対照研究的視

点から中国語を見ることにより、

普段何気なく使っている日本語の

文法的特徴を考える視点も養う。 

◎ ○   

中国の文化Ⅵ

（古典思想・

文学） 

＊中国古典が現代まで読み

継がれてきた経緯 
＊中国古典を現代語訳で読

むときの注意点 
＊中国古典の背景となる当

時の社会環境 
以上の内容を学ぶことで、

中国古典の基礎知識を身に

つけ、現代の日本社会をよ

り深く理解するための比較

対象として中国古典を活用

できる力を身につけること

を目指す。 

この授業では、代表的な中国古典

のうち『論語』『易経』『老子』

『荘子』『孫子』を取り上げて、

その内容を学んでいく。これら諸

子百家の思想はしばしば独立ない

し対立するものとして扱われる

が、実際には古代社会の人々の精

神文化の基層となるいくつかの論

理を共有している。実際に古典を

読み解いていく中で、そうした中

国文化の基層的な論理が、二千年

以上の時を越えて現代社会におい

ても機能している事例を発見でき

るようにする。 

○ ◎ ◎  
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中国の文化Ⅶ

（近代文学） 

中国の近代文学について基

礎的な知識を得る。 
中国の近代がかかえていた

問題について認識を深め

る。 

中国の近代文学を素材として中国

の文化について考察する。人間に

とっての文学の意味とは何かを考

える。 
 ◎ ◎  

中国の文化Ⅷ

（現代文学） 

現在もなお存在し続けてい

る、中国の現代文学が抱え

ている問題を現中国政権建

国以前から丁寧にたどって

ゆくことによって理解す

る。 

中国の現代文学が背負わねばなら

なかった課題を講述する。 
現代の中国をより深く認識するた

めに、歴史的背景や社会的背景を

ふくめて考察を加える。 

 ◎ ◎  

中国の文化Ⅸ

（俗文学） 

中国の古代から近世に至る

文化史を理解し、東アジア

という広い視野から自文化

を考え、説明できる力を身

につける。 

日本文化とは何かを考えるには、

古来、日本文化に多大な影響を与

えてきた中国文化への理解が不可

欠である。 
	 この講義では巨視的・微視的と

いう二つの視点から中国文化史を

通観する。 
	 巨視的な視点からいえば、中国

文化が東アジアの諸民族に及ぼし

た影響は計り知れない。表意と表

音という二つの機能を備えた漢字

の発明は、言語を異にする東アジ

アの諸民族に漢語という共通言語

（Lingua Franca）を与え、それを
基盤とする文明圏の成立と高度な

精神的交流を可能にした。漢代以

降、中国の国教となった儒教は、

東アジアに倫理観にもとづく国際

秩序と社会秩序を与え、サンスク

リット語仏典の漢語への翻訳は東

アジアに仏教という世界宗教を成

立させた。紙や印刷術の発明は東

アジアのみならず、世界の文化の

発展と普及に革命的な影響を及ぼ

した。 
	 いっぽう微視的な視点からいえ

ば、中国歴代の文学、とりわけ市

井の人々の間で次々と生み出され

た俗文学は、東アジアに庶民の文

学を生み出す契機を与えた。この

授業でも取り上げる三国志演義や

水滸伝などは、わが国の文学にも

多大な影響を与えている。 

 ◎ ◎ △ 

中国の文化Ⅹ

（歴史） 

自己の関心に沿ってテーマ

を設定し、研究史を整理し

問題点に着目する力を身に

つける。この作業を通じて

レポートを作成し、近現代

中国の社会文化について受

「余暇の誕生」をキーワードとし

て、大衆小説、映画、漫画、流行

歌、旅行などの切り口から近現代

中国の社会文化の諸相を解説す

る。「戦争、革命、反日、共産党

一党独裁」といったイメージでと

 ◎ ◎  
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講者独自の視点による理解

をはかる。 
らえられがちな中国を、余暇とそ

れに付随する娯楽産業の発達から

観察することで、国民生活の視点

から近現代中国史を捉えなおす。 

朝鮮語圏の文

化Ⅰ（朝鮮半

島の文化史） 

朝鮮半島に関する基礎知識

を身につけることによっ

て，その中の興味のある分

野について，自分から引き

続き勉強を続けていけるよ

うな土台を作ること． 

朝鮮半島は日本にとって，地理

的，歴史的にもっとも密接な関係

をもつ地域のひとつであり，この

授業では，朝鮮半島全般に関し，

常識ともいうべき基礎知識をひと

とおり身につける． 

 ◎ ◎  

朝鮮語圏の文

化Ⅱ（朝鮮語

の構造） 

実践的な語学力をある程度

もつであろう受講生が，そ

の裏にある文法や語彙など

の「ルール」を理解するこ

とで，ブロークンではない

きちんとした語学力を身に

つけること． 

朝鮮語を音声，文字，語彙，文法

などさまざまな面から言語学的に

観察することによって，朝鮮語の

力を高めるのに（さらに言えば他

の外国語を学ぶにあたって）役立

つ知識を提供する． 具体的には

大学入試センター試験「朝鮮語」

を解く一方で，必要に応じてプリ

ントを配布しながら，上の内容に

ついて解説を進めていく．また日

頃接する機会の少ない北朝鮮の言

語，方言，古語にも触れる． 

◎ ○ ◎  

アジアの伝統

芸能 

この授業を通じて、中国の

伝統芸能の全体像とその代

表的作品、技法などを体系

的に理解することができ

る。また、それと併せて、

映像資料を ICTを利用して
効果的に活用し、表象文化

を分析する手法を身につけ

ることができる。 

中国には「戯曲」と総称される

300種あまりの伝統歌劇と「曲
藝」と総称される 400種ほどの語
り物がある。こうした芸能を通じ

て、中国庶民の文芸世界を垣間見

ようというのが本講義の目的であ

る。中国の庶民が、どのような物

語に笑い、怒り、涙したのかを、

彼らの一番身近にあったメディア

を通じて追体験していく。 
	 授業では ICTを活用し、映像資
料を通じて中国の伝統芸能とそこ

から生まれた音楽や映画などの世

界を体験していく。 

 ◎ ◎ ◯ 

東南アジアの

文化 

言語文化コースの地域研究

科目の一つとして東南アジ

アの文化を学ぶ。インドネ

シア、フィリピン、カンボ

ジアの世界遺産の現状と、

宗主国（オランダ、アメリ

カ、スペイン、フランス）

の植民地政策とその歴史的

な位置づけを検討する。 

東南アジアの世界遺産をめぐる文

化の政治学というテーマで講義を

行う。ボロブドゥール、バリのブ

サキ寺院、フィリピン・イフガオ

族の棚田、カンボジア・プレアビ

ヘア寺院の現代における評価と歴

史的経緯を検討する。 

△ ○ ○ ◎ 

アフロ・アジ

アの文化 

日本人にとって意識の上で

一番遠いと考えられる地域

が「アフロ・アジア」地域

である。これは北アフリカ

２０１１年の「アラブの春」以

降、ガザ地区におけるハマスとイ

スラエルの戦闘、また先が見えな

いシリアのアサド支持派と反政府

派との戦闘、さらにそのシリアお

 ◎ ◎  
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から中近東にまたがる地域

のことである。 
 	 本講では、以前のように
エジプトやメソポタミアと

いった古代文明から現代ま

でという時間的（歴史的）

な広がりや、西はモロッコ

から東はイランまでという

空間的（地理的）な広がり

の中でとらえのではなく、

主にユダヤ教・キリスト

教・イスラームという精神

的（宗教的）な面からのア

プローチを中心に考える。

したがって、ユダヤ教・キ

リスト教・イスラームに関

して、可能な限り現在の

我々との関係に重点を置い

て紹介したい。 

よびイラクのシーア派政権に対抗

して勢力を拡大する「アイシス

（ISIS）」つまりイスラム国な
ど、この地域で起こったまた起こ

りつつある事態に対して、正確な

知識を得て、この地域に関するメ

ディア・リテラシーを高めること

が目標である。 

ロシア・中央

アジアの文化 

ロシアと中央アジア諸国の

歴史、文化、お互いの影響

を分かり、その地域の現状

を理解するという目標があ

る。 
 

授業の目標はロシア語園の歴史と

現状に関する知識を拡大すること

である。	 前世紀90年代初めにソ
ビエト社会主義共和国連邦が解体

し、15の独立した国家が誕生し
た。その内の五カ国はいわゆる中

央アジアの国々であった。それは

ウズベキスタン、タジキスタン、

キルギスタン、トルクメニスタン

とカザフスタンである。数百年に

わたってロシア帝国、ソ連邦の部

分であったその国々は千年以上の

歴史をもち独特の文化をもたらし

た。シルク・ロードの北の部分で

あった同じ地域、似ている文化、

共同の歴史をもってこの国々は独

立してからどのように発展してい

くのか、それらの国々がかかえて

いる重要な政治、社会、経済等の

問題は何であるのか、ロシアと日

本を始め、他の外国との関係、交

流はどう進んでいるのかを学ぶ。 

  ◎ 
 ◎ 	 △  

ロシア・東欧

の文化 

この授業は、受動的に講義

を聴いたり映像を鑑賞する

のではなく、多数の情報か

ら自身の感想や見解を導

き、教員が提起した問題に

対して能動的に意見や主張

を短時間のうちに適切な文

章でまとめる力をレヴュー

シートを通して養うことも

ロシアと東欧は、宗教、民族、イ

デオロギー、国家間の勢力均衡な

どの問題により、絶えず、支配被

支配関係をさまざまなかたちで築

いてきました。ソ連邦崩壊後、大

方がEU加盟を果たした東欧諸国。
今日、これらの国々に対しては、

中欧、もしくは中東欧という呼称

が定着しつつあります。東欧とい

◎ ◎ △  



国際文化学部カリキュラム・マップ 40 / 50 
 

目的としています。つねに

問題意識や批判的観点を抱

きながら、授業に臨んでほ

しいと思います。 
 

う位置づけは、ロシア・ソ連との

関係性、そして地理的・歴史的要

因といった多面的な観点から考察

される必要があるでしょう。 
	 この講義では、ロシアと東欧諸

国、それぞれの民族的差異や特殊

性を主に文化や風土、歴史を通し

て見る一方で、それぞれの関係性

に焦点をあてる作業も行い、文化

の相貌を確認すると同時に、ナシ

ョナリズムの問題を提起していき

ます。また、日本との交流のあり

方も視野に含めつつ、話を進めて

いきます。テーマが大きいだけ

に、まとまった結論を提示するこ

とはしません。さまざまな情報か

ら、国家や民族のありかた、複数

の国家や民族が共生するとはどう

いうことなのか、学生のみなさん

に考えてほしいと思います。 
	 SAロシアに向かう予定の２年生
は事前準備の一環として、必ず履

修してください。 

 
ドイツ語圏の

文化 I 

日本の近代化に決定的な影

響を及ぼした 19世紀後半～
20世紀前半のベルリン及び
ドイツ語圏、ヨーロッパ諸

国と日本との関連を理解す

るとともに、様々な文化現

象に対する批判的洞察能

力、自分の考えを他人に伝

わる言語で表現できる能力

を身に付ける。 

ドイツ語圏のうち、ドイツとその

首都であるベルリンを主に取り上

げる。19世紀後半から20世紀前半
のベルリンとその周辺都市の文化

現象を、技術革新という側面に着

目しながら概観する。 

△ ◎   

ドイツ語圏の

文化Ⅱ 

「ドイツ語圏文化」の多彩

さを知る。「ドイツ的」と

されるもの・ことについ 
て再検討する。近代国民国

家についての批判的な視座

を得る。「文 
化」という言葉の奥深さを

学ぶ。日本とドイツの交流

史についての 
知見を深める。 
 

毎回、教員が資料を用いて各テー

マの内容を紹介します。学術書や 
文学作品などを扱う回は、該当箇

所を輪読形式で読み進めます。ま 
た適宜テーマに関連した映像を見

ることもあります。その後、受講 
者が気づいた点や疑問点を指摘し

たり、意見を述べるなどして、議 
論を深めていきます。授業の終わ

りには、リアクションペーパーを 
書いて、自分の考えを言語化して

いきます。 

○ ◎ △ △ 

フランス語圏

の文化 I（思
想） 

現代のフランス思想の共同

体論の流れを把握する。共

同体論の背後にある戦後フ

ランスの歴史を知る。配布

資料と参考書の講読をつう

この講義では、「共同体」をテー

マとして、フランス思想を学びま

す。20世紀末のソヴィエトの崩壊
は、自由主義の共産主義にたいす

る勝利を決定づけたかに思われま

〇 ◎ △  
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じて、授業で取り上げた人

物や作品についての理解を

深める。 

した。しかし、近年になってかつ

ての共産主義とは異なる仕方で、

「共同体」を考え直す試みが広が

りつつあります。英語圏に目を移

せばコミュノタリズムと呼ばれる

潮流があり、日本でも外来語をそ

のまま用いたコミュニティの再生

が言われています。このような

「共同体」にたいする多様な関心

の高まりを視野に入れながら、本

講義では現代のフランス思想の

「共同体」論について考えます。

とりわけ 20世紀後半の時代に焦点
を当て、この主題に取り組む論者

たちを扱います。また、主題に関

連する戦後フランスの歴史にも折

にふれて立ち戻ります。 

フランス語圏

の文化 II（芸
術） 

ルネサンス以降のフランス

語圏の美術に関して、エポ

ック・メイキンギな芸術家

や流派、作品の名前などを

覚え、その歴史的意義や社

会背景を説明できるように

なる。あわせて、鑑賞力を

養う。 

近代フランスの絵画・写真・映画

の歴史を概観し、芸術的・社会的

な意義を理解する。 
△ ◎   

フランス語圏

の文化 III（文
学） 

フランス語圏の文学の基礎

知識を深める。 
さまざまな仏文学潮流の代

表的な作品の抜粋を読み、

分析研究をする。十九世紀

から非常に盛んになった大

衆文学の研究も主に探偵・

ミステリー小説を通して行

う。 

中世時代から現代にいたるまでの

フランス語圏の文学の概説。 
◎ ◯   

フランス語圏
の文化Ⅳ（複
言語・複文化
社会） 
 

 

1）フランス語圏社会が複言
語・複文化が共存する社会
であることを具体的に知る
こと。 
（2）言及する各社会におい
て、言語・文化の多様性が
どのようにして維持されて
いるのかを知ること。 
（3）言及する各社会におい
て、在来言語・文化とフラ

ンス語・文化とが、どのよ

うな関係にあるのかを述べ

られるようになること。 

世界5 大陸に広がるフランス語圏
（フランコフォニー）社会を「複
言語・複文化社会」と捉えた上
で、それぞれの社会において複数
の言語・文化が、どのように共存
しているのか、またはどのように
軋轢が解消されているのかを論じ
る。 
	 具体的には、カリブ海域諸島、

カナダのケベック州、北アフリ

カ・マグレブ、サハラ以南アフリ

カ、フランス語圏ヨーロッパなど

における言語・社会状況を解説す

ることで、フランス語圏社会の普

遍性と差異を提示する。 

△ ◎ 〇  

スペイン語圏
の文化Ⅰ 

スペインの歴史と文化全般

を取り上げ、受講生が更に

スペイン文化の多様性を知ること

を糸口に、文化や社会の多様性の
△ 〇 ◎ ◎ 
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スペイン語学習のモチベー

ションを高めることを目的

とする。 
	 スペインの地域と文化の
多様性をより深く理解し、
自分なりのスペイン像を描
けるようになることが目標
である。 

あり方について考え理解を深める

ことを目的とする。 
受講者は、各自の興味・関心に基
づきテーマを選び、そのことにつ
いて授業内でプレゼンテーション
を行う。 

スペイン語圏
の文化Ⅱ 

ラテンアメリカに関する記

事やニュースをより深く理

解し、自分なりの意見を述

べられるようになる。 

スペイン語圏の自然や歴史、文化

全般に渡って受講生が幅広く興味

と知識を得て、更にスペイン語学

習のモチベーションを高めること

を目的とする。 
受講者は、各自の興味・関心に基

づきテーマを選び、そのことにつ

いて授業内でプレゼンテーション

を行う。 

△ 〇 ◎ ◎ 

カタルーニャ
の文化Ⅰ（言
語 A） 

簡単なカタルーニャ語会話

ができるようになる。 
ラテン語からカタルーニャ

語がいかにできたかという

歴史を知る。 
スペイン語、カタルーニャ

語の二言語社会の実情を知

る。 

スペイン語を使ってカタルーニャ

語の文法について解説する。 
カタルーニャ語の会話の練習をす

る。 
スペイン語でカタルーニャ語の歴

史、二言語社会カタルーニャの現

状を説明する。 
ＳＡスペイン修了程度のスペイン

語力が必要。 

◎ ◎ 〇  

カタルーニャ

の文化 II( 
言語 B) 

 

簡単なカタルーニャ語会話

ができるようになる。 
ラテン語からカタルーニャ

語がいかにできたかという

歴史を知る。 
スペイン語、カタルーニャ

語の二言語社会の実情を知

る。 

スペイン語を使ってカタルーニャ

語の文法について解説する。 
カタルーニャ語の会話の練習をす

る。 
スペイン語でカタルーニャ語の歴

史、二言語社会カタルーニャの現

状を説明する。 
ＳＡスペイン修了程度のスペイン

語力が必要。 

◎ ◎ 〇  

カタルーニャ

の文化Ⅲ（歴

史・社会 A） 

食文化、ワインの文化、民

族舞踊、民謡...カタルーニ
ャ文化の魅力に関する知識

を身に付ける。 

カタルーニャ文化に関する画象、

映像を見ながらスペイン語で解説

する。 
ＳＡスペイン修了程度のスペイン

語力が必要。 

◎ ◎ 〇  

カタルーニャ

の文化 IV(歴
史・社会 B) 
 

 

カタルーニャの現在につい

ての知識を身に付ける。 
カタルーニャに関するスペイン語

の新聞記事を読みながら、カタル

ーニャの現在について解説する。

ＳＡスペイン修了程度のスペイン

語力が必要。 

◎ ◎ 〇  

英語圏の文化 I
（文化史） 

(1)16世紀末～17世紀初めの
所謂ルネサンス期のイギリ

ス演劇(特にWilliam 
Shakespeareの劇)を時代の移
り変わりと関連させて把握

時代の変革期における大衆文化を

通して見たイギリス社会を学ぶ． 
△ ◎   
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できるようになること，(2)
ルネサンス期のイギリス演

劇のみならず，時代の変革

期における大衆文化と社会

を関連づけて考えられるよ

うになること，(3)英文で書
かれた論考を自分なりに読

み解いて，さらにそれを批

評することができるように

なること． 

英語圏の文化

II（思想史）
(History of 
Western 
Thought) 

The primary goal of this 
course is to give students the 
basic knowledge necessary to 
understand: 1) how societies 
and cultures change in general 
and 2) how the cultures of the 
English-Speaking World 
developed their unique forms.  
 

The course starts out by outlining the 
forces behind cultural change. This is 
followed by lectures discussing the 
development of European political 
and religious institutions following 
the Ancient Greco-Roman era. We 
then attempt to analyze Britain's 
rather unique political & economic 
institutions at the beginning of the 
modern era as a product of cultural 
change, i.e., the changes in thought.  

◎ △ △  

 
英語圏の文 III 

・旧植民地地域について学

び、現代の国際状況の理解

につなげる。 
・旧植民地地域の歴史を振

り返り、その主体性を重ん

じながら、西洋の視点から

語られる「世界史」に対す

る別様の視点を身につけ

る。 
・東西の対立という観点か

ら説明され、理解されがち

な冷戦を、旧植民地地域の

経験から再考する。 

英語圏世界とは、むろんイギリス

や北米だけではなく、世界中に広

がるイギリスの統治地域や植民地

を多く含みこむ。したがって、英

語圏世界について学ぶこととは、

多くの場合、旧植民地地域につい

て学ぶことでもある。そのために

もこの授業では、かつて「第三世

界」あるいは「南」と呼ばれた旧

植民地地域の歴史的な軌跡を概観

して、「世界史」を異なる視座か

ら学び、ひいては「英語圏」とい

う枠組を再考することを目的とす

る。 

△ ◎ ○  

英語圏の文化

Ⅳ 

受講生は、アメリカの文学
および文化について基本的
な知識を身につける。ま
た、それぞれの文学作品の
内容を知るとともに、そこ
で 
描かれているアメリカ社

会、文化、宗教、エスニシ

ティ等の諸相を歴史的な視

座から考察するための素地

を身につける。 

アメリカの文学をアメリカ社会や
文化のさまざまな諸相と関連づけ
て考察する。各時代における文学
作品の描写や問題提起が、時には 
時代を超えながら、アメリカの映

画、音楽、その他のポピュラーカ

ルチャーとどのようにつながりう

るのかを考える 

△ ◎   

英語圏の文化
V 

英語で書かれた文学作品を
分析することで、英語圏の
社会・歴史・文化に関する
知識を深める。加えて、さ
まざまな背景を持った英語
圏の作品を扱うことで文化

英語圏、特にアイルランド、イギ
リスで書かれた作品を性格描写、
風景描写、物語の展開、文体など
を仔細に検討しながら、作品の歴
史的・社会的・文化的な背景に対
する理解を深める。 

◎ ◎ 〇 △ 



国際文化学部カリキュラム・マップ 44 / 50 
 

を相対的にみる視点も併せ
て涵養する。 

 
英語圏の文化

Ⅵ 

単に物語を追うのではな

く、小説全体の構造と細部

を同時に読み取ることがで

きるようになる。作品と作

者の文学史における位置づ

けを理解する。 
19世紀末のさまざまな「不
安」がどのように表象され

ているか理解する。 
	 イギリス小説を英語でも
読めるようにする。 

19世紀から 20世紀の変わり目に
特有の「不安」――ダーウィニズ
ムが生み出した先祖返りの不安、
退化幻想、そして植民地から本
国、野蛮から文明への逆侵略の恐
怖――にとりつかれた、世紀末の
イギリス小説を読む。 

△ ◎   

英語圏の文化

Ⅶ 

１．音声・文法面等の構造

の知識を得る．	

２．英語の構造の研究の仕

方について，ある程度の知

識を得る．	

３．英語	に関しての様々な

問に対して，答えるべき道

筋がつけられる．	

４．英語・英語文化圏の知

識を深める． 

現代英語の構造について，様々な
面から考察する．良きにつけ悪し
きにつけ国際語になっている英語
は，どのような言語なのか考察す
る． 

◎	 ◎	 ◯	  

英語圏の文化

Ⅷ 

１．英語の歴史について，

ひと通りの知識を得る． 
２．英語の歴史に興味を持

ち，現代英語の様々な事象

について，歴史的な説明を

試みる． 
３．言語の歴史研究につい

て，その大まかな方法論を

知る． 
４．英語の運用力をつけ

る． 

本来は大陸のゲルマンの部族の言
語であった言語がブリテン島に入
り英語になってから，どのような
変化を遂げて今のような国際的な
言語となっていったか学ぶ． 

◎	 ◎	 ◯	  

Structure of 
English 

1. To get a general idea about 
how English sounds and 
grammatical phenomena are 
described. 
2. To obtain a certain level of 
knowledge about how various 
structural aspects of modern 
English SHOULD be 
described. 
3. To obtain enough 
knowledge about modern 
English so as to answer 
various questions about the 
alleged 'mysteries' of the 
English language. 
4. To study English in its 
general sense. 

To consider structural aspects of the 
English language, which has become 
the de facto 'global' language. 

◎ ◎ ◯  
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History of 
English 

1. To get a general idea how 
the English language has 
evolved, 
2. To try to explain various 
apparent 'mysteries' of English 
in historical terms, 
3. To begin to develop a 
general theory of linguistic 
change, 
4. To study English in its 
general sense.  
 

To study the history of the English 
language, which, good or bad, has 
become an 'international language' in 
our modern world; and to develop a 
general interest in the language itself 
through doing a lot of reading. 

◎ ◎ ◯  

＜国際社会コース科目群＞ 

実践社会調査

法 

（１）統計的な社会調査デ

ータの読み取りができる 
（２）質的調査（観察、ド

キュメント分析、ライフス

トーリー調査）を実践でき

る 
（３）研究発表の方法を理

解・実践できる 

質的社会調査の実践と量的社会調
査の原則を学ぶことで卒業研究な
どで活かせるようになることを目
指す。なお、量的社会調査につい
ては原則を学ぶに留め実践は行わ
ない。 

○ ◎ ◎ ○ 

実践国際協力 

（１）国際開発協力の理解

に必要な概念を理解し説明

できるようになる。 
（２）国際開発協力の実践

課題を学問的な問いに関係

付けられるようになる。 
（３）グループ討議の意義

を理解する。 

大学教育で「実践」から学ぶこと
には 2 つの意義があると考える。
1 つは体系立った学習の応用とし
て、もう 1 つは新たに学習すべき
領域を見つけるためである。この
授業では後者を主たる目的とす
る。テーマは「国際開発協力」を
中心的に取り上げる。国際開発協
力の実践例を通して、国際社会の
理解につながる思いもよらぬ学問
分野の大切さを発見し、更なる学
習と探求の端緒となるようにする 

○ ◎ ◎ ○ 

国際関係研究

１ 

（１）授業で扱う非国家ア

クターが「国際関係」にど

のような影響を及ぼしてい

るかを説明できる。 
（２）「国際関係」に関わ

る事件や問題が生じたと

き、理論的に現象を説明す

ることができる。 
（３）関連する文献の趣旨

を正しく読み取ることがで

きる。 

本授業ではアクター（行為の主
体）に着目して「国際関係」を学
ぶ。「国際関係」を国家の関係の
みで語ることは困難であり、ＮＧ
Ｏ、国際組織、民間助成団体、民
間企業を主な考察の対象とし、国
家の枠組みとは異なる視点から国
際社会で生じている諸問題につい
て考える。そのために必要な理論
を習得するとともに、それを通し
て培った分析力を応用する意義を
理解することを目指す。 

○ ◎ ◎ ○ 

他者イメージ

論 

人間の自己認識の中心は

「他者」をどのように位置

付けるかという問題と不可

欠である。サイードのオリ

エンタリズム論を手掛かり

に、文化人類学、植民地政

策学などのなかで、「他

者」がどのように形成さ

① 博物館の歴史をリンネによる 
博物学の体系化との関連性から検
討する。 
② １９世紀半ばから始まった博 
覧会の歴史的発展を跡付け、進化
論と他者イメージの結びつきを検
討する。 
③ １９３１年のパリ植民地博覧 

 ○ ◎  
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れ、現代のわれわれの認識

を決定しているかを検討す

る。 

会におけるフランス館とオランダ
館の詳細を検討し、植民地支配と
進化論、人種主義、他者イメージ
を検討する。 
④ オランダ館の中心であったバ 
リ島のイメージ形成を詳細に検討
する。 

宗教社会論 II
（キリスト教

と社会運動） 

１．近現代のキリスト教に

基づく社会運動を考える上

で、重要な基本概念や理論

について理解できるように

なる。 
２．宗教と社会運動の関係

を、社会思想や歴史意識の

視点から分析できるように

なる。 
３．キリスト教に基づく社

会運動に関する簡単な史料

分析を行えるようになる。 

キリスト教は様々な社会思想と結
びつきながら、近現代社会におけ
る諸問題に対する改革運動を、世
界各地で展開してきました。この
授業では社会思想史・社会運動史
の立場から、１９世紀以降におけ
るキリスト教を基盤とする社会運
動が、近現代社会における諸問題
（労働問題・人種差別・貧困・ジ
ェンダー問題・植民地主義など）
をどのように捉えたのか、そして
新たな社会思想（進化論、社会主
義、フェミニズム、など）とどの
ように関わりをもっていったのか
について議論していきます。 

 ◎ 〇  

間文化性研究

翻訳論 

翻訳についての基本的学術

用語を理解する。 
翻訳の原理と可能性・限界

を知る。 
私たちが日常的に行ってい

る他言語テクストの翻訳に

ついて、学術 
的概念をあてはめて理解す

る。 

翻訳の基本概念を概説する。順次

導入する概念、ターミノロジーを 
用いつつ、実例分析を行なう。日

本語、英語以外のテクスト実例

は、 
学生による分析に付する。学生に

よる分析レポート提出、そのプレ 
ゼンテーションも随時行なう。 
 

○ ◎ ◎ ○ 

国際関係研究

２ 

（１）「国際関係」に「地

域研究」の視点を応用でき

る。 
（２）「開発と環境」に係

る「国際関係」を分析する

際に有用な学問的な理論や

概念を理解し説明できる。 
（３）東南アジア半島部の

「国際関係」を論じた英語

論文を適切に理解できる。 

本授業では東南アジア半島部のメ
コン河流域国という「地域」に着
目して「国際関係」を学ぶ。特に
「開発と環境」をテーマにするこ
とで、社会科学と自然科学の融合
的な視点を身につけることを目指
す。なお、本授業では環境を自然
環境と社会（生活）環境の両者を
含む概念として捉える。 

◎ ◎ ◎ ○ 

移民研究Ⅰ 

移民に対する理解を深め，

異文化理解の重要性，多文

化社会が抱える課題とそれ

らへの取り組みについて考

える力・態度を修得する。 

今日，国境を越えて多くの人々が
移動し，移民を取り巻く課題は，
ますます重要性を帯びてきてい
る。本講義では，世界の移民の中
で最大多数を占める華人（華僑）
を事例に，華人について総合的に
学習する。具体的には，華人の歴
史的背景，日本・北アメリカ・ヨ
ーロッパ・東南アジアなど世界各
地における華人社会の地域的な特
色，そして海外の華人と中国との

 ◎ ◯  
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相互関係などについての課題を取
り上げる。 

移民研究Ⅱ

（朝鮮民族の

ディアスポ

ラ） 

・各地に暮らす朝鮮民族に

ついて、その形成の歴史や

現状の概略を 
理解する。 
・それらをもとに、朝鮮民

族のディアスポラ（離散）

全体について考察する。 
・朝鮮民族の事例を普遍化

し、移民や多民族共生全般

について考え 
る契機をつかむ。 
・とりわけ私たちの住む日

本における移民や多民族共

生について、具体性を伴っ

て考えられるようにする。 

朝鮮民族のディアスポラ（離散）

について考察する。 
我々の暮らす日本社会には、「在

日韓国人」「在日朝鮮人」「在日

コリアン」などと呼ばれる韓国・

朝鮮系の人々が大勢住んでいる

が、同様の現象は中国・旧ソ連・

アメリカなど、世界各地で見られ

る。これらの人々が朝鮮半島を離

れ、各地に移住した歴史やその後

の変化、とくに現地社会での他民

族との衝突や共生の営みを、各種

の研究成果や私自身の見聞をもと

に講義する。 
朝鮮民族の移動と定着という個別
のテーマを探求することを通し
て、移民現象や移住地での多文化
共生・文化の変容という、世界に
普遍的にみられる現象への理解に
つながるよう努めたい。 

△ ◎ ◎ ○ 

移民研究Ⅲ 

人の移動を通じた国際社会

と地域社会の形成、異文化

集団間の関係について、歴

史と現状を学ぶ。 

沖縄からの移民の歴史と現状を、
移民先社会での沖縄文化とアイデ
ンティティーの形成、他民族集団
との関係などについて、アジア及
び太平洋島嶼における事例を中心
に学ぶ。 

 ◎ ◎  

地域紛争とエ

スニシティ 

① 国民国家と暴力という 
観点から授業を行う。 
② 国家と暴力という問題 
を、インドネシア国家の成

立を事例に検討する。 
③ オランダ植民地時代に 
おける領域の画定とそれに

伴う紛争＝戦争の事例を歴

史的に検討する。 
④ インドネシア独立運動 
における、言語、国民意識

の形成をナショナリズムと

の関連性で学ぶ。 
⑤ 戦後の国家形成のなか 
で、スハルト時代の開発政

策と地域紛争の事例を学

ぶ。 

暴力装置としての国家の在り方
を、植民地時代の領域確定のため
の資源収奪政策と、現代における
開発政策に伴う中央国家による資
源収奪政策との類似性を指摘し、
ポストコロニアリズム論の観点か
ら、国家と暴力の問題を論じる。 

 ○ ◎  

持続可能な社

会 

人間が本来その一部である

はずの生物についても理解

し，生物多様性について説

明が出来る．その上で国家

を超えた国際社会を捉え直

すことが出来る．  

ここでは生物多様性にもとづい
て，持続可能な社会作りについて
考えたい．  

○ ◎ ○ ◎ 
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地域協力・統

合 

時事問題として取り上げら

れることの多い地域統合の

問題を、より長期的な視野

において考える姿勢を身に

つける。 

思想・運動・制度としてのヨーロ
ッパの歴史を学ぶ。 ○ ◎ ◎ ○ 

＜演習＞ 

情報文化演

習・表象文化

演習・言語文

化演習・国際

社会演習 

（ア） 
語学力や ICTのリテラシー
を用い、演習での活動に関

係する先行研究を検索し、

文献リストを作成すること

ができる。 
（イ） 
文章の執筆や作品の制作に

あたり、剽窃の禁止や著作

権の尊重など基本的な学術

ルールがあることを理解

し、実践することができ

る。 
（ウ） 
受験勉強や資格試験のため

の勉強と、先行研究を踏ま

えた自律的な研究の違いに

ついて、みずからの考えを

述べることができる。 

演習とは、それまでの学習である
程度の知識を身に付けた学生が、
少人数指導の環境の下、みずから
の専門性をさらに深める場であ
る。 

◎ ◎ ◎ ◎ 

＜インターンシップ＞ 

インターンシ

ップ事前学習 

国際文化学部に関連する企

業・団体の第一線で活躍さ

れている外部講師による講

義であり、その業界の特

徴、問題などを学ぶほか、

実社会で生きることとはど

ういうことかを最新のデー

タを交えて学ぶことです。 

「国際文化学部に親和性のある企
業／団体の第一人者によるプロフ
ェッショナルな仕事案内」を目的
としています。 
	 この科目は複数の外部講師が担
当するオムニバス授業です。国際
文化学部を卒業してどのような仕
事に就けるのか、というのは多く
の学生の皆さんが不安に思ってい
る事案です。国際文化学部を卒業
して必ず有利になる職種はありま
せんが、いくつかの業界は国際文
化学部との親和性が非常に大きい
ものがあります。そうした業界の
第一線で働く経験豊富な講師をお
招きして、それぞれの業界、企業
の仕事の内容と将来展望を直接話
していただく機会を提供するのが
この授業の目的です。また、卒業
生による就活体験、就業体験のお
話を聞く時間も作っています。 
	 この授業を取ることによって、
国際文化学部と親和性の高い企
業・機関に関する生の情報を収集
し、「インターンシップ」という

 〇 〇 〇 
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就業体験、就活などに生かすこと
ができます。 

社会貢献・課

題解決教育 

東京都台東区内（上野、浅

草、カチクラ等）の中小企

業、商店街（クライアン

ト）の経営課題の解決に取

り組みクライアントを笑顔

にする具体的な成果をあげ

ること、そして、それを通

して下記のスキルや知識を

身につけること、以上 2つ
が、授業の到達目標です。 
本授業に参加した学生が身

につけるべき能力は、以下

の 5点です。 
1. 問題を発見する力＜発見
＞ 
2. 問題を分析し解決策を提
案する力＜分析＞ 
3. 解決策を実践する力＜実
践＞ 
4. コミュニケーションとチ
ームマネジメントの力 
5. プレゼンテーションの力 

本授業は、学生自身が中小企業、
商店街のコンサルティング（問題
解決）に実際に取り組むプロジェ
クト型授業です。複数学部、学年
の学生が履修可能な公開授業で
す。社会で必要とされる、問題発
見・解決能力、コミュニケーショ
ンとチームマネジメントの能力、
プレゼンテーションの能力などが
身につきます。 

 〇 〇 〇 

卒業 
研究 

（ア） 
論文の執筆や作品の制作に

際して扱う主題について、

先行研究を読み込み、文章

に要約することができる。 
（イ） 
学術的に意味のある研究テ

ーマとは何かという問題に

ついて、みずからの考えを

述べることができる。 
（ウ） 
みずから設定した研究テー

マが、既に身に付けた語学

力や ICTのリテラシーで達
成可能かという問題につい

て分析する力を持ってい

る。 

卒業研究とは、学部での学びの集
大成であり、学術的に意味のある
テーマをみずから設定し、自律的
な研究を展開しうることを証明す
るための場である。 

◎ ◎ ◎ ◎ 
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６．自由科目 

自由科目は，「総合科目」「他学部公開科目」「グローバル・オープン科目」「ESOP 科目」

「ERP 科目」「短期語学研修」「国際ボランティア」「国際インターンシップ」の諸科目から

構成されます．それぞれ担当部署のカリキュラム・マップをご参照ください． 


